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ど

は  し が  き

東大阪市の F央部を横断し、生駒市と結ぶ高速鉄道東大阪線の建設計画は、

大阪府と奈良県を直結する大動脈として、また東大阪市の都市再開発
の中心と

して、その早期開通が期待されているところであります。その反面、新鉄道建

設予定地内には貴重な埋蔵文化財が多く存在 していることも、これま
での調査

で知 られています。東大阪市では鉄道計画の推進と埋蔵文化財の調査研究、保

存との問題を解決すべく大阪府教育委員会の御指導のもと昭和 57年 3月 財 団

法人東大阪市文化財協会を発足させ、調査体制の強化を図るとともに、調査
を

進めてお ります。今回、報告 します鬼虎川遺跡の調査は、昭和 55年 度の調査

(兄虎川遺跡その 1)以来鉄道予定地の橋脚部分について調査を進めてきてお

りますが、今回の調査地点は、前回の報告書 (そ の 2)の中で明らかになりま

したように、遺跡の周辺部にあたるものと考えられたため、前回の調査結果
に

もとづいて、東大阪市教育委員会では、遺跡の取扱いについて大阪府教育委員

会ならびに関係各機関と協議を重ねた結果、橋脚部分については全面調査を実

施する結論を得ました。そこで、本調査を再度国道 308号線関係遺跡調査会が

委託を受けて実施することになりました。調査の終了後は引き続いて整理事業を実

施 してまいりましたが、なにぶん発掘調査と並行しながらであるため、大幅
に

遅れたのでありますが、今回昭和 57年より事業を引き継ざました本協会より

報告書を刊行することができました。調査の実施及び報告書の刊行に
いたるま

で多大なる御協力を受けた東大阪生駒電鉄株式会社はもちろんのこと、調査当

時の調査会職員の方々に深く感謝いたすとともに、今後とも関係各位の御理解

と御協力をお願いする次第であります。

財団法人

理 事 長

東大阪市文化財協会

秀  平  勇  造
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例 田

1,本書は、東大阪生駒電鉄株式会社が建設を進めている東大阪都市高速鉄道

東大阪線計画事業に伴 う鬼虎川遺跡 (そ の 2-2)の 発掘調査概要報告書で
ある。

2 本調査は、国道 308号線関係遺跡調査会が東大阪生駒電鉄株式会社の委
託を受けて実施し、その後の整理作業は同調査会より財団法人東大阪市文化

財協会が一切を引き継いで実施した。

3。 現地調査は、昭和 56年 7月 1日から昭和 56年 10月 31日 まで実施 した。

4 本書の地区名は、以前の調査よう引き続いてD区 として、 トレンチ西より
Dl区 、D2区 ……D7区 と仮称 したが、新鉄道建設予定地内全域の地区名
は、国土座標にもとづき、 5η 区画の地区割をおこなっている。遺構図面に

はXⅢF2aと いぅ地区を付 している。地区割については (そ の 2)の 報告書
を参照していただきたぃ。

5.遺構番号は、 (そ の 2)の報告書に統一してあり、同一の番号は前回の調
査で検出した遺構 と連続するものである。

a 収録 した図面の北は、国土座標の北をしめしている。 標高は、大阪ポイ
ント(O.P。 )を用いた。

乳 本書の執筆は、文末に記入している。収録 した写真は、遺構を担当者が撮
影し、遺物写真は落合信生氏に委託して撮影した。

8,本調査は、東大阪市が継続 して実施している鬼虎ナII遺跡内の調査であり、
通 して第 15次調査にあたる。
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1 調査 に至る経過

大阪府と奈良県を結ぶ新鉄道建設工事は、昭和 46年の都市交通審議会の答申以来計画が進

められており、一部では工事も施工されている。こうした中で大阪府教育委員会と東大阪市教

育委員会は、新鉄道建設工事予定地全線について試掘調査をおこない、遺跡の有無及び範囲の

確認をおこなった。試掘調査は、用地買収が完了したところからll員次実施したが、l暦日56年度

末で全線の調査を完了した。この結果、あらたに神並遣跡 (縄文時代早期～室町時代 )、 水走

遺跡 (弥生時代～室町時代 )な どが確認されるとともに、鬼虎サII・ 西ノ辻遣跡の範囲の確定が

おこなわれ、現在遺跡の取扱いについて協議が進められている。これとは別に、今回の調査地

点のように、従来より遣跡の範囲内と考えられている個所については、全面調査を前提として、

調査体制や調査後の遣跡の取扱いについて協議が進められていた。昭和 55年 7月から12月 に

かけて、国道 308号線と大阪外環状線 (国道 170号線 )と の交差点東側の分離帯内の調査が

大阪府教育委員会、東大阪市教育委員会、東大阪市遺跡保護調査会の合同で実施された。 (鬼

虎川遣跡の調査その1)調査地点 tよ 当初遺跡の東端に位置すると考えられていたが、調査の結

果弥生時代中期に属する方形周溝墓 6基、土漿墓、大溝などが確認された。特に鬼虎川遺跡の

墓域を確定したことは重要な発見であった。昭和56年 2月 には大阪外環状線の西側で国道308

号線分離帯内の調査計画が進められた。この時点で大阪府教育委員会と東大阪市教育委員会は、

写Y前う誦
コ

ゝ=-337

一 A
ヽ一一

|

―B

一 C

ヽ一―

=E

F

‐―
コ

　
　
一
　

ω
ｏ
Ｈ
Ｉ
＝

イ

圏

IB:|||§摯多身才番号掌gttE:

第 1図 調査位置図

-1-

|ィ

|」

駐
Ｆ
“

俳
可
ィ
川

「

‖

―
_―引

1封 |~

―

・

|

| |

t

|

0導

コ」|

1 2

|〕

|

」 ツ

コ
ー
ー
コ
ィ
＝

|

(

コ
坦

．
革　
“

回
「

ヽ

一

が

―
可

|

と_

:]

」
|

ヨ



あらたに国道 308号線関係遺跡調査会を組織し、調査を実施していくことになった。調査地点

は、遺跡の北端にあたると考えられていたので、まず予定地内に幅卜 5れ、長18れの規模のトレ

ンチを設定し、遺構・遺物の状況を確認することになった。この調査が鬼虎ナII遺跡 (その 2)

の調査であり、すでに報告書が刊行されている。調査の結果、弥生時代の遣構としては、溝・

自然の谷地形が発見されたのみであった。この調査結果にもとづいて、再度協議がおこなわれ

たが、遺構の破壊する恐れのない僑脚予定地 (計 7カ所約767″ )を調査対象ンととし、鬼虎川遺

跡 (そ の2-2)の 調査として実施されることになった。発掘調査は、昭和 56年 7月 1日 か

ら10月 31日 まで実施した。当時の調査体制は以下の通りである。職名は当時のものである。

理 事 長  秀平勇造 (東大阪市教育委員会教育長 )

事 務局 長  寺澤 勝 (   ク     社会教育部参事・文イヒ財課長 )
事 務部 長  小川 満 (   ″    文イヒ財課主幹 )
調 査部 長  井藤 徹 (大阪府教育委員会文化財保護課係長 )
調査副部長  原田 修 (東大阪市教育委員会文化財課主任 )
調査部員  下村晴文 ,才原金弘 ,松岡良憲 ,山本芳彦 ,曽我恭子,小西優美 (旧性林 )
事務 部 員  安藤紀子

調査補助員  浦元英俊 ,相田正明 ,綾仁正人 ,綾仁清隆 ,森田 実 ,自神典之 ,能田筆和 ,
岩田一彦 ,広岡 勉

整理補助員  荻野淳子 ,西原清美 ,八代洋子 ,成海節子 ,梶山絵理 ,岡本美恵

事務補助員  井口雅之

第 1表 東大阪都市高速鉄道東大阪線建設工事に伴う鬼虎川遺跡の調査一覧表
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?

昭和 56年 10月 31日
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t
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P

昭和 55年 12月 20日

調 査 期 日

財団法人

東大阪市文化財協会

東大阪市教育委員会
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遺跡調査会
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遣二備胃査会

大阪府教育委員会

東大阪市教育委員会

東大阪市遺跡保護調

査会

調 査 主 体

第 18次

第 17決

第 15次

第 13次

第 12次
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調査 の概要

1)Dl区 の調査
(1)層位

Dl区の層位は、鬼虎川遺跡 (そ の 2)調査報告書の C地区基本層位に従っており、特に変

更するところはないので、詳しくはこれを参照していただくことにし、ここでiま概略をの
べる

ことにする。第 1層 ～第 5層 までは前回の調査と同じく、時期を決定できる遺物は出上してい

ない。しかし、水路 1内 より近世の陶器・木器が出上しているところから、近世以降の堆積と

考えられる。第 6層以下8層までは粘土乃至シルト質粘土と砂の互層になっている。この層か

らも時期決定できる遺物が出土していないので、詳しくはわからないが、中世末以降近世まで

の堆積土と考えられる。特に第 8a層は、この地区全域を覆っている砂層の堆積上であり、不

安定な水の流オ1′が想定される。第 9層 より12世紀代に属する瓦器椀を検出した。前回の調査

での基本層位第 10層 から、古墳時代から平安時代に力H)て の遺物が多量に出土している。今回

新たに第 9層 より瓦器椀を検出したことは基本層位の時期決定に際して一つの基準となるもの

である。第15層は、弥生時代の遺物包含層に相当すると考えられるが、今回の調査地区が遺跡

の縁辺にあたることなどから、遺4ケ刀はほとんど認められなかった。ただ、第 15層内より3点、

第 16層内より1点 (第 15層 からの転落と考えられる)の木製刺突具が出上している。このう
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第 2図 Dl区 水路 1実測図
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第 3図 Dl区 自然流路 1実測図

1.元祐通宝 (Dl区 ) 2.元 祐通宝 (Dl区 )
3.和同開称 (D2区 ) 4.和 同開称 (D2区 )

第 4図 貨 銭 拓 本

ち第15層中の 1点は、基部に桜の皮を巻いた

ものであり、刺突具状木製品の用途を考える

上で重要である。

(2)遺構

遺構として確認 できたのは、水路 1カ所及

び自然流路が 2ケ所である。時期はいずれも

近世以降に属するもので、古墳・弥生時代の

遺構は検出されなかった。

水路 1

前回の調査で、第 3C。 第 4層 の落ち込

みに相当する。前回の調査では、遺構と断定

できなかったが、今回は落ち込みの西肩に冶

って7本の杭を確認した。杭は、径 5～ 8仰

の自然木を使用し、先端を尖らしている。上

部はすべて消失していた。落ち込みは、東肩

が トレンチ外に広がるため全貌は不明である

が、最も深いところで 30 cl,[を 測る。性格な

どは不明であるが、西肩に7占 って杭列を打ち

込んでいるところから、水路などの用途が想

定される。

自然流路 1・ 2

自然流路 1・ 2と したものは、前回の調査

の遺構番号 SD-11,SD-121ζ 対応する。

前回の調査では断面観察に基づく結果であっ

たため、今回の調査で新たに精査をおこなっ

た。この結果、流路は第 7・ 8層のシルト質

及び砂層をベースとすることが明らかになっ

た。つまり、第 8層 の砂が堆積する際かなり

の起伏が生 じたものと考えられ、その凹部に

堆積 したものと考えられ、何らの人為的な変

化は認められなかった。そこで今回は、前回

の遺構番号をはずして、自然流路 として報告

することにした。(下村晴文 )
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2)D2地 区の調査
(1)層位

今回の調査地は、前回の調査地 (C地区 )

の北側隣りに位置し、層位 も連続すると考え

られた。そのため、D2地区の層位 も、Dl

地区と同様に前回の調査地の基本層位に従う

ことにした。今回の調査結果からみると、層

位に大きな変更はないが、色及び土質に若干

の異なりが認められた。例えば、色の変イヒが

認められたのは第 3層、第 4層、第 8層など Es

が上げられる。第 3層 は黄灰色が灰色、第 4

層は灰色が暗緑灰色、第 8層はオ1'―ブ灰色が

暗緑灰色となる。土質は第3層の粘土が)レト冒

粘上に、第 6層の粘上がシルト質粘土に変化

していた。また、前回の調査で第 11層とした

ものが第 1la層、第1l b層 に、第 12層が第

12b層にそれぞれ細分できた。前回の調査地 面
で検出した第10層 と第 14層は今回の調査地
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第 5図 D2区 SD-14実測図 IX」V5では欠層となる。これらの層は北側へは連続

しないと考えられる。第 8層 からは木製の布巻具 1点を検出したが詳細な時期は不明である。

第 9層 より時期決定のできる土師器小皿 1点を検出した。土師器小皿の時期は平安時代である。

Dl地区では同層より12世紀代の瓦号岳椀が出上している。このことから、Dl地区で検出した

資料がこの層の下限となる。また、第 11層から和同開弥 2点 と土師器小皿 1点 を検出 した。

和同開琳は 2点が重なりあった状態で出土した。和同開弥は 708年 に鋳造が開始されており、

第 11層の時期決定の新らたな資料 となる。第15層 は弥生時代の遺物包含層に相当し、今回、

木製刺突具 1点 を検出した。また、第 16層 より弥生土器の壺底部が出土した。これは第 15層

より転落したものと考えられる。

(2)遺構

今回の調査地では近世以降の溝を 3ケ所で検出した。これらは前回の調査の際に断面観察で

確認したものであり、 SD-13・ SD-14・ SD-15に 相当する。これらはいずれも南耳ヒ

方向に伸びるものである。他の時期の遺構は、当調査地では検出できなかった。

SD-13

SD-13は調査地の最 も西側で検出した。第 6層上面より掘り込まれており、東肩がSD―

14に よって切られている。溝の南側でわずかに西肩の一部を検出した。溝の幅は4η、深さ1.5

れを測る。溝内の堆積層は 5層 に細分され、いづれもシルト質粘上である。

-5-
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第 6図 D2区 SD-14実測図

SD-14

SD-14は 第 2層上面より掘 り込
まれている。溝の横断面形は、ゆるい

U字状を呈する。西肩には径 5～ 109x

の杭を打ち込んでおり、杭は肩の南側

と中央に集中する。今回、調査地内で

は10本 を確認した。また、東肩には杭

を打ち込んだような痕跡は認められな

かった。溝の幅は&12、 深さ1.8例 を

測る。溝内の層位は大きぐ2層 に分け

られ、上層が埋土である。下層は黒色

腐植土であり、堆積層 と考えられる。

溝内の層は大部分が埋土である。下層

より近世以降に属する木製品が多 く出

上した。食膳具や容器 と思われる蓋・

桶・樽・箸 と下駄などがある。

SD-15
SD-15は第6層上面より落ち込ん
でいる。溝のベース面がシルト質粘土

であることや溝内の堆積層のベース面

の上質とほとんど変らないことから自

然流路と考えられる。溝は輻 4.7カ 、

深さα6″ を測る。溝内の堆積層は 2

層に分けられ、いづれもシル ト質粘土

である。 (才原金弘 )
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3)D3・ D4区の調査
(1)土層

今回報告する調査区は、「鬼虎川遺跡発掘調査その 2の 1」 として実施したトレンテ調査区

に接した橋脚基礎部分の調査であるため先の報告と基本層位に関してはほとんど変傾 認ゞめら

れない。D-4区、D-5区 、では、南北方向の土層断面は、先の報告のC区東端の南北方向断面

B区 西端の南北方向断面と連続するものである。以上の点を含んでD-3か らD-7区 の層位に

ついてのべるものとする。

燃土  上部は山砂を用いており、下部は砂、礫を多く含む暗緑灰色の粘土。

第 1層  オリーブ黒 (7.5Y3/1)シ ルト質粘土、現在調査区付近に広がる耕作土。

第 2層 暗緑灰色 (10 GY 4/1)シルト質粘土、現在の耕作上の床土

第 3層 灰色 (5Y5/1)粘質シルト、植物遺体を多く合み、中粒砂及び粗砂を少量含む。
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第 7図 D3区 SD-1実測図
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第 9図 D4区 SD-41実測図
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第 4層  暗緑灰色 (10 GY 45/1)粘 土、認め

られない地点 もあり、比較的不安定

な層である。

第 5層 黄橙色 (7.5YR7/制及び場所によっ

て暗緑灰色 (7.5GY5/1)シ ル ト・

地点により異なるが、 3～ 4層 に分

層できる。

第 6層  暗緑灰色 (10GY 4/1～ 7.5GY3/1)

⌒

第 10図

0   1   2cm
l   l   l /ヽ

D4区出土石器実測図

シルト質粘土、砂粒及び植物遺体を含む。

暗緑灰色 (10GY 4/1)粘 土、砂粒及び植物遺体を第 6層 よりも多く含み、地点に

よっては、砂がレンズ状に堆積していた。前回と同じく比較的しっかりとした遺構

面を形成している。

暗オリーブ灰色 (5GY4/1)～ 暗青灰色 (5B4/1)粘 土、 D-4区付近では 10～

20(",の厚さで全域に、D-3区 付近でも比較的厚く砂がレンズ状に堆積しており、

不安定な堆積状況を示している。

暗オリーブ灰色 (5GY 4/1)～ オリーブ黒 (10Y3/1)粘上、植物遺体、炭を含屯β。

灰オリーブ(5Y4/2)～ 暗緑灰色 (7.5GY 4/1)粘土、中粒～粗砂を多く含み、

この砂がD-4区付近では、 5～ 10伽の厚さで粘上を多く含む砂のレンズ状堆積と

なって弥生～平安にかけての遺物を包含して堆積している。遺物は砂の中に集中し

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

-9-
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第11図  D4区 SD-3遺物出土状態

て含まれ、粘上の中にはほとんど含まれていない。

第11層 暗緑灰色 (7.5GY 4/1～ 8GY3/1)粘土、層の下部は第 12層上部と接して複雑に
乱れており非常に不安定な堆積である。

第12層  黒色 (10YRl.7/1)粘 土、非常に不安定な堆積で第 11層や第 13層 との境が
明瞭ではあるが大いに乱れている。

第13層 暗緑灰色 (7.5G〆 4/1)粘上、第 12層に比べると幾分安定した堆積であり、数 ミ
リほどの厚さの縞を呈する板状構造である。

第14層 灰色 (10Y5/1)粘土、地区によっては認められないところもある。黒色粘土がラ
ミナー状に含まれる。

第15層 黒褐色 (2.5Y3/1～ ■5Y3/1)粘 土、植物遺体を含み上下 2層 に分層可能である。

若干土器片も含まれている。D-4区では、畿麟 式に比定でき翻 Bわ油 土した。

第16層 黒色 (7.5YR 17/1)粘 土、上面より若千遺物が出土する。今回の調査での最終遺構
面である。

暗緑灰色 (■5GY4/1)粘土、今回の調査で遺構は確認できなかったが、鬼虎川遺
跡の地山として考えられる。

第18層 暗オリープ灰色 (2.5GYク1)粘土

第19層 灰色 (10Y45/1)粘 土
(2)D3区の調査

SD-16(挿 図―第 8図 )

D-3区東側において第 6層 (暗緑灰色 シル ト質粘土 )上面より検出した上部幅 20印以上、
-10-
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第12図  D4区 SD-3実測図

深さ1.la、 横断面が上部を大きく開いた逆台形に近
いU字形を呈する南北方向の溝である。

溝内の堆積土は上層より、暗緑灰色粘土、暗緑灰色砂混
じり粘土。暗オリーブ灰色粘土、の 3

層である。溝の時期を考察しうる遣物の出土は認めら
れなかった。

SD-17 (挿 図―第 8図 )

D-3区中央よりやや西側において第 4層 (暗緑灰色粘土 )上面より検出した上部幅 40印

深さ1.3印 、横断面が逆台形を呈する南北方向の溝であ
る。溝内の堆積土は上層より、暗灰黄

色シルト質粘土・灰色粘土・灰オリーブ色粘土
・暗緑灰色粘土・灰色粘土・オリ

ーブ黒色粘土

の 6層である堆積層に砂の堆積がみられないことや、周辺の上層は溝
の影響でかなり激しく変

化していることを考え合わせると、水が流れて
いたのではなく澱んだ状態であったと考えられ

る。遺物は、溝内最下層より漆器が 2点出土しただけで、土器等
の出土はなかった。

SD-47 (挿 図一第 8図 )

D-3区中央において第 7層 (暗緑灰色粘土 )上面より検出した上部幅 63ηし、深さα8η
し、

横断面は緩やかな孤を描き、底部中央で幅α9ηし、深さ
0.3″レの垂直な落ち込みをもつ南】ヒ方向

の溝である。溝内の堆積土は上層より、暗緑灰色粘土、暗
オリープ灰色砂混じり粘上、暗緑灰

色砂混じり粘土、暗オリーブ灰指粘土の 4層であるが、上層部
は先述 した SD-171こ よって切

11-



られている。この溝も時期を考察しうる遺物の出土はみられなかったが、検出された層位関係
からみると先述のSD-16よ り少し古い時期に機能 していたと考えられる。
SD-1 (挿 図―第 7図 )
D-3区の東側、第 16層 (黒色粘土 )上面で検出した深さ0.2～ 0.32の浅い谷状に広がる
窪地である。前回の調査区では、幅 3.1～ 4.52の 南北方向溝状遺構として報告したが、今回の
調査では、南西から北東へ開目する自然地形として確認した。)佳積土は、第15層 (黒褐色粘つ
と比べてやゃ植物遺体を多く含む程度の土質、色調であり、肉風艮観察による第15層 (黒福色
粘土 )と比べてゃゃ植物遺体を多く含む程度の上質、色調であり、肉眼観察による第15層との

識別及び堆積を分層しうる差異は認められない。また砂の堆積 もまったく認められず、浅い谷
状の澱みを想定させる遺構である。出土遺物 としては、風イヒが激しく時期不明の土器片が数点
と、石鏃が 2点、自然木に混って枝を払っている可能性のある木片、細長い板材等が窪地全域
に底よりやや浮いた状態で出土した。機能していた時期を直接推浪llし うる出土遺物はなかった
が、D-4区で検出されたS,-3と 層位関係から同時期と考えられる。
(3)D4区の調査
SD-41(挿 図―第 9図 )
D-4区北側において第 4層 (暗緑灰色粘土 )上面より検出した上部幅 3.4ηし、深さ1.8ηし、
横断面が上部を大きく開いたU字形を呈する東西方向の溝である。溝内の堆積土は上層より、
暗緑灰色砂混じり粘土・暗オリーブ灰色礫混じり粘土・暗オリーブ灰色粘土・ォリーブ黒色粘
上の4層である。溝内に砂の堆積がみられないことゃ粘上の堆積状態からみて、この溝は水が
流れて機能 していたのではないと考えられる。溝の南肩には1～ 2ηの間隔をおいて杭が検出
されている。検出された遺物としては溝内最下層より漆器と子供用の下駄が出土しただけで、
薄の時期は必ずしも明確にはできないが、層位の関係からみてD-3区 におけるSD-47と
同時期に機能 していたと考えられる。

SD-46
D-4区南側において第 7層 (中粒砂 ～粗砂をレンズ状に含む暗緑灰色粘土 )上面より検出
した上部幅 3.2 ηι以上、深さ、1.2れ 、横断面が上部を大きく開いた逆台形に近いU字形を呈す
る東西方向の溝である。溝内の堆積土は上層より、黒色粘土が斑点状に入った暗緑灰色砂混 り
粘土・ 10卿程の礫が混入した暗緑灰色砂混じり粘土・植物遺体を含とP暗緑灰色粘土の 3層 で
ある。溝の時期を考察しうる遺物の出土はなかったが、層位の関係からみてD-3区 における
SD-16と 同時期の溝であると考えられる。
SD-3(挿 図-1卜 12図 )
D4区の中央第 16層 (黒色粘土 )上面で検出した南から北へ流れる幅 1.2～ 2.8ηし、深さ0.15
～0.3れの自然流路である。横断面が浅い窪み状で、堆積上が第 15層 (黒褐色粘土 )と 比べて
植物遺体が幾分多い他は差異はみられず、砂の堆積がまったくみられないなどあまり水が流れ
ていたとは推察できない。むしろ溝状の澱みを想定させる遣構である。出土遺物に土器、石器
等はみられず、溝幅が最大となる調査区中央寄 りで溝の方向に直交する形で溝肩から溝内に、

-12-



径数～十数c11、 長さ0.5～ 2.5ηとの枝を払った本材及び少量の板材、棒払
これらと少し離れて

枝の集積が認められた。溝が機能していた時期を推測しうる遺物は出上しな
かったが、第 15

層上面で畿内第二様式に比定できる甕が出上しており、以前の調査で畿内第
二様式に比定され

る壺が 1点出土していること、第 17層は最近の調査では、鬼虎川遺跡の地山と認識 されて
お

り、この層の上面で休生時代前期及び中期初頭の遺構が検出された点などから、弥生時代中期

(松岡良憲 )前半を考えている。

4)D5区 の調査
D5区は、XV E3S、 3t、 XVF4a区 までの 13.3× &0印の範囲で、前回調査のB-1

区ゴヒ西部に位置する。盛上を機械掘削後、人力掘削で精査を行い遺構、遺物
の検出に努めた。

土層観察用の断面は、排水坑の関係で北、西の2カ所に設定したo

(1)基本層位

D5の基本層序は、上から

第 1層  10伽 の現耕作上である、近世陶磁器片、埴輪片が出土。

第 2層  オリーブ黒色、淡青灰色粘質シルト層で、層中に5翻前後の円礫を多く含む。特に、

東側は小砂が多く認められ、少量の近世陶磁器片が出土。 SD-23を 検出。

第 3層  l cl,前 後の円礫を多く含む暗オリーブ梱色シルト層、 10～ 1 2 cln。 特
に、中央部より

西側では、 1卸前後の円礫混じりの層位が認められる。 SK-1、 凹地を検出。

第 4層 暗オリーブ灰色、灰黄褐色粘質シルト層で、 15伽 。SK-2・ 3。 SD-24・ 36・ 37

杭列を検出。この層は、遺構の切 り合い関係より2層 に分層できる。下層より
、SK

-4・ 5。 SD-41を 検出。

第 5層 上、下 2層 に分層できる。上層は、暗青灰色、灰オリ
とブ色粘質シル ト層で、 55 cl‖。

上層の北西部は、灰黄色シルト層、 20帥。暗緑灰色粘砂土層、 10側に分層できる。

下層は、暗青灰色粘土層、 7 clれ。 SD-39。 SK-6・ 8・ 9を検出。遺構の切 り合
い

関係より、 SD-43を 検出。

第 6層  3脚前後で円形の暗青灰色粘土粒と1翻未満の円礫が混じる。暗オリーブ褐色、灰オ

リーブ色粘質シルト層で、5～ 1 0clB。 層中より少量の瓦器片、瓦片が出土。SI>42・

49、 凹地、SK-7を 検出。

第 7層 暗青灰色、オリーブ黄孝目色粘土層で、 25 cl確。

第 8層 西側は、 1～ 5阿前後の円礫、 3脚前後の炭化修混じり暗青灰色粘土層、東側は、炭

が粗状に入る暗灰色粘土層で、5～ 7 cll。

第 9層  この層は、 3層で、 6～ 15卸。対ヽ砂がブロック状に混じる暗緑灰色粘土層、 5c″。 1

翻前後の円礫混じり青黒色シル ト層で、 2～ 5釘。層中より、須恵器片、土師器片を

出土。SD-50を検出。

第1(l層  オリーブ黒色、暗オリーブ灰色、暗緑灰色粘質シルト層で、 29～ 32卸。

第11層 この層は 2,3層 に分層できる。上層より、 7～ 12側の灰色粘砂土層で、SD-51の

西側肩部付近に認められる盛上である。自色微小砂の混じる暗緑灰色
シルト層で、10

-13-
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第 13図  D5区 SD-23実測図

～ 20c“。自色微少砂の混じる緑黒色粘土層で、 5(窮。小砂混じり灰色粘土層で、 調
査区域の中央部より東側で認められた。5～ 10師。SD-51 SK-10を 検出。

第12層 中粒砂混じり緑灰色粘土層で、 15～ 25翻 。
第13層 この層は2,4層 に分層できる。上層は、調査区域の一部に認められる層で、北側は

小砂層、東側は小砂混り淡灰色シルト層で、 6c記 。緑灰色、淡灰色粘砂土層で、 4～

10 cm。 中粒砂混じり緑灰色粘砂土層で、 10～ 15(",。 緑灰色粘土層、10～ 1 5cm。

第14層 黒色粘土層で、炭化防の堆積状態を示す、 5～ 15m。 凹凸が著しい。

第15層 3～ 12c″の緑灰色粘砂土層である。

第16層 7～ 10側 の暗オリーブ灰色粘土層である。

第 17層 オリープ黒色粘土層で、 1 7 cm。

第18層 黒色粘 ヒ層、 16c11。

第19層 地山を形成する淡灰色粘土層で、黒色粘土粒が混る。 22～ 35c″。

第20層 腐植土、灰色粘土、黒色粘土粒が混じるオリーブ灰色粘土層で、 15～ 24て施

第21層 20～ 29c″ の暗オリーブ灰色粘土層である。

第22層 シルト質に近い暗緑灰色粘土層、 30 cm。 層中に、枝状の自然木を含む。
(2)遺構

D-5区における検出遺構は、上層で近世の溝、土壊、田跡、道路状遺構がみられ、下層で
は、前回の調査と同様に明確な遺構面を検出に至らなかった。以下、検出遺構面ごとに記す。

第 2層上面での検出遺構

SD-23 調査区域の中央部 (WE3S,4S～ WP38,48)で 耳ヒ側から南西方向に流

一
ＥＳ
・

一
Ｅｔ
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第14図 D5区  SK-1・ 田跡実測図

れる1条の溝を確認した。SD-23は上幅 1.4～ 1.55れ 、下幅 0.5～ 0.9れ、深さ0.35～ 0.40れ

を測 り、断面はU字形を呈し、溝の両岸には、多数の杭が打ち込まれている。溝内の堆積土層

は、中粒砂層を主に所々で薄い腐植土層がみられた。中粒砂層中より、多くの近世陶磁器片、

数点の縄文土器片、弥生土器片、石鏃が出土した。

杭列 SD-23に おける基本杭列の配置は、東岸で南北方向の 1列 に並ぶ杭列 A、西岸でも

南北方向の 3列に並ぶ杭列 B,C,Dを確認した。杭列Aは、溝 23の東肩側で18本 の丸杭が

南北方向に打ち込まれ、約 7.2a存在している。杭列 Bは、溝 23の西肩側で 16本
の杭が南北

方向にみられ、ゴヒより南 2.6阿 の所で7本、8本目より南側の杭列は、やや内側
に位置し約 4

″しの範囲に存在している。杭列 C、 Dは杭列Bの 8～ 11本目の西側にみられ、杭列Cは、九杭

が 10本で 2ηしの範囲に、杭列Dは 、丸杭 4本で l ηιの範囲に存在している。杭列A、
Bは 、

上記の基本杭列に対して、溝内傾斜面にγr半つて2,3本を1対 とする丸杭、角杭が打ち込暮れ

ている。杭列Aは、N-120°一Vの方向で44本、杭列Bは、N-140tコ の方向で17本み

られた。これらの杭は、径α03～ 008ηらの九杭で杭列Bにだけ0.05、 0.07ηしの2本
の角杭がみ

られた。各杭間は、0.1～ 1.O ηιのばらつきがみられるが、A,B間 は、 0.45印、C・ D間 は、

0.31れ を平均とする。これらの杭間には、所々で、小枝、革葉、茎などが置かれて
いた。

SD-23は、杭列の打ち込み方、堆積士層が中粒砂を主にする事よリゴヒ から南への激し

い流れが想定できる。両岸における多数の杭は、浦肩部補強を目的に常 行々われ、特
にC・ D

杭列は、下層の溝 24肩部近付に位置し、杭列 Bの補強の為後に打ち込まれたと考えら
れる。

第 3層上面での検出遺構

SKl 調査区域北西壁面 (XV E2S,3S,2t,3t)近 くに位置する。長草由2.3η 以上、

Es
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第15図  D5区 SK-2・ 3,SD-34・ 36・ 37実測図
短軸 1.7 ηι以上、深さ0.20～ 0.282を 測 り、底面は凹凸の著しい土漿である。堆積土眉は、 1

cP未満の円礫l昆 じリオリーブ黒色シルト層で0.10～ 0.15れ 、オリーブ黒色粘質シルト層で、

0.05～ 010ηしとつづく、上層のオリーブ黒色シルト層中より近世陶器片 1点が出土した。

凹部 調査区域東側 (XVE4S、 5S～ wF48、 53)よ り、西へ 3.2～ 3.9印 の範囲に認め
られる凹地状遺構で長軸 7.2印 以上、短軸 3.2η′以上、深さ0.102を 測る。底面は青灰色粘土

層で凹凸が著しく、所々で小砂の入った足跡を検出した。堆積土層は、淡青灰色粘質シルト・

小砂の混った層相で、遺物は皆無であった。

土城 1 凹地状遣構は、ともに堆積土層中に多くの小砂がみられるが、水田遣構と考えられ
る。

第 4層上面での検出遺構

SK-2 調査区域北西部 (W2S、 3S、 2t、 3t区 )に位置する。土壊 2は、長軸 22η
以上、短軸ユ。7 ηι以上、深さ0.25～ α3れ を測 り、南東隅部は、α15η正方形の入 り込んだシ

ルト層、α10″しであった。遺物は、上層中より近世陶磁器片が出土。

SK-3 調査区域南西部 (XVE2t、 3t、 WF2a、 3a区 )に位置する。長軸 3.6η 以上、
短軸 1.5ηし以上、深さ0.05～ 0.15ηレを測る。堆積土層は、微少砂層に 1印未満の円礫、3.5釦

のオリーブ黒色粘土粒が混じる。遺物は皆無であった。

SD-24 調査区域の中央部 (XVE3S、 4S～ wP3と 、4a区 )で、北側から南西方向
に流れる。溝 24は、上幅 2.2～ 27ηし、下幅 1.3～ 1.75れ、深さ0.2～ 0.4 ηιを測 り、断面はU
字形を呈する。堆積土層は、東側肩部の上層で、青灰色シルト層の流れがみられ、下層は腐植

土層中に中粒砂層がレンズ状に所々でみられた。SD-24の 底面において、木器および加工

Es
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第16図  D5区 SD-41・ 43,SK-45実測図

木材、下駄、漆器椀、仏具類、石などが出土した。

SD-36 SD-24の 東側 (W□ 4S～Wコ 4a区 )の所で、南北方向の溝を検出した。

S D 36は 、北東肩部付近でSD-24と接する様な状態を示す。上幅0.28a、 下幅α15欣

深さ0.08れ を測 り断面は浅いU字形を呈する。堆積土層は、灰色シル ト上がl昆る暗オリ
ー期

色シルト層で、遺物は皆無であった。

SD-37 S D 36の 東側 (W]4S～ XVコ 4a区 )1.25～ 1.35 ηιの所で、南北方向の溝を

検出した。 S D 37は、上幅 0.25ηし、下幅 0.08～ 0.10ηし、深さ0.06aを測り、断面は浅
いU字

形を呈する。堆積土層は、灰色シルト土層で、遺物は皆無であった。

杭列 W口 3t、 XV 3a区域において、南北方向の 2列に並ぶ杭列 C、 Dと東西方向の 1列

に並ぶ杭列 Eを確認した。杭列 Cは、SD-24の西約 0,7～ 1.Oη側で平行に打ち込まれ、約 4.

6"存在 している。杭列Dは、杭列 Cと 平行に約 0.6～ 0.7ηしの幅をもって打ち込まれ、約 4.2

ηι存在している。杭列 Cは、溝 24の西側約 1.0～ 26ηしの範囲で確認された。杭列方向はC・

Dと もに北側から7.8本日の杭でやや西側に方向を変える。抗列 Cは、南側に角杭がみられ、

他はαl切ι未満の丸杭である。杭間は、 0.15～ 0.9η :′ までのばらつきがみられるが約α45ηしを

平均とする。杭列 Dは、すべて 0,lηレ未満の九杭である。杭間は、 0,2～ 1.3ηしまでのばら
つき

がみられるが約 0.45″bを平均とする。杭列 ]は、すべて丸杭でα04印未満である。杭は、東

西方向の約 1.7れ の範囲に計 6本確認され、東端部丸杭は、杭列 Cと共通杭をなす。

杭列 C・ Dは 、杭列コの北側に存在せず、SD-24、 SK-3の 間にみられた。杭列 C、

Dの幅は、約 0.6～ 0。 7″しでその間の上層は、暗オリープ褐色粘質シルト層で盛土などは認めら

一
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一
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第17図 D5区 SD-39,SK-9実測図

れなかった。杭列 C、 Dの下層にはSD-39・ 43、 杭列 ]の西側下層には、 SD-41が 存
在している。これらの杭列 C、 D、 Eは、溝の縁に打ち込まれた杭ではなく、SD-39・ 41
・43の埋没後も湿地状態であったと思われる間に、道路状遺構 として使用する為に打ち込ま
れた杭列と考えられる。

第 4層下層での検出遺構

SK-4・ 5 調査区域の南西壁面 (XV]2t、 3t、 XVF2と 、3a区 )近 くに位置し、西側を
SK-4、 東側をSK5と呼称する。 SK-4・ 5は、 SK-3の底面で検出したが、SK-5の
東側肩部が S【-3の外側に位置する事より、層位的には、分層できなかったが、SK-3と SK
-4・ 5は別の遺構と判断した。

SK-4 長軸 3.4 ηι以上、短軸 0.7例 、深さ0.05～αl″ιを測り、平面形態は、ほば長方形
を示すが東南部は東へ張 りだす。土 中央部南側付近に上幅0.08η 、高さ0.05れ の台形状の
陸が部分的に残存している。底面は暗緑灰色粘土層で凹凸が著しい。堆積土層は、暗緑灰色、

明オ周色、黒褐色シルト層が混じる層相を示した。遣物は須恵器片が出上した。

SK-5 SK-4の 東側に接して、長軸 2.4η以上、短軸α4″し、深さα08～ 0.16 ηιを測

り、東南部はSK-4と 同様に東に少し張 り出す。平面形態は、ほぱ長方形を示す土残である。
堆積土層は、小砂混じリオリーブ黒色シルト層で、所々に暗緑灰色シルト層がみられる。遺物

は、砂層中より上師器小片、暗緑灰色シルト層中より土師器小片、瓦片が出土した。

SD-41 調査区北西部 (Wコ 2S、 3S、 2t、 3t区 )隅に位置し、D4ト レンチで、東

Es
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第18図  D5区 SD-42・ 49,SK-7,凹地実測図

西方向に検出 した S D 41の東側コーナー部分に当る。
・
SD-41の 南肩部は SK-3、 ゴヒ肩部

は SK-2で 切 られている。断面観察では、深さ0.55″レである。堆積土層は、7層確認され上

層より暗オリーブ灰色粘質シル ト層 (上層はシル ト、下層は粘質を帯びる )で、 14c11。 炭混

じり暗オリーブ灰色 シル ト層で、 8 clm。 1印前後の礫混 じリオリーブ黒色粘質シル ト層で、 5

～23師。 16側の暗オリーブ灰色 シル ト層で、下層には l cl‖前後の円礫が混 じり、一部に他の

堆積土層、にがい責褐色小砂層、 4師。暗オリーブ灰色粘土層、 4c″がみられる。 12～ 20 cη〕

のオリーブ黒色 シル ト層 (上層は小砂混 じり層 1 0 cl,、 下層は腐植土層 1 5 cl‖ 。)で、 25c確 がみ

られる。出土遺物は暗オリブ灰色 シルト層より下層で、加工木器 5、 下駄 3、 曲物 1、 曲物底

板 1な どが出上した。

第 5層上面での検出遺構

SD 39 調査区域の中央部 (XVE3S、 4S～W F3a、 4a区 )で、北か ら南西方向に位置

する溝で、西南部は大きく西側へ張 り出す。上幅 2.0～ 4.2れ、下幅 0.85～ 2.0,し、深さ0.9 5 
ηι

を測り、東側肩部から底面にかけての‖貢斜面は、するどいが底面は舟底形を示し、断面はU字形

を呈する。北側では、 SD-39の 底面より切 り込まれた SK-9を 検出した。雄積土層は上層

より、暗オリーブ灰色シル ト、粘土層の基本土層で、この層は 3層 に分層できる、(3翻の角礫

混じり灰オリーブ色粘土層で、 0.05～ 0。 15ηし。黒色シル ト層と暗オリ
ーブ灰色 シル ト層の混 じ

った層で、 0.1～ 0.2ηし。暗オリーブ灰色シルト層で、 0.05～ 0.1れ。)1脚前後の円礫層 で0.05

～0.17レ O暗 オリーブ灰色粘土層で、 0.04～ 0.152。 小砂 と暗オリーブ灰色粘土層の互層で、
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D5区出土石器実測図
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第19図  D5区 SD-51,SK-10実 測図

2層に分層できる、 (1師の円礫層、 0.05～ 0。 10ηし、暗オリーブ灰色

粘土層、 0。 15～ 0.2η。)小砂混じり暗緑灰色シルト層、0.1～ α152
- 一部に他の堆積 L層灰色 シルト層がみられる。小砂混じり暗オリーブ
3 灰色粘土層、 0.1～ 0.2れ 、一部にオリーブ褐色中粒砂層の堆積土層が

一
Ｅｓ

一
Ｅｔ

―
みられる。暗オリーブ灰色粘土層、0.05～ α2ηo SD-39彰 成す
るオリーブ灰色粘土層、緑灰色粘土層である。

SD-39の堆積状態は、上記の様に 7層 に分層でき暗オリーブ灰色
シルト(腐植土 )層 と砂層の互層 としてとらえられ、腐植土層中には、葦、竹科の地下茎力滲

く認められた。

SD-39の木器出土状況は、底面、傾斜面において察植土層、炭層などより木器、加工木
材、下駄、漆器椀、曲物、仏具類等が出土し、特に南西部の張り出し部分では、遣物が集積し

た様な状態で出土したが、出土層位、出土状態より時間差が考えられる。

SK-6・ 8 SK-6・ 8は断面観察で確認した土竣である。
SK-6 調査区域の北壁面で確認 した上 で、SD-41で西側肩部は切られている。長軸
2η以上、深さα3η で、堆積土層は 1脚前後の小砂が混じる暗灰色シル ト層であった。遺物

は皆無であった。

SK-8 調査区域中央部北壁で、SD-39の西側に位置し東側は、 SD-39に よって切ら
れている。上幅 1.3印以上、深さ1.2ηレで断面はU字形を呈する。堆積士眉は、上層で暗オリ
ーブ灰色シルト層、 0.6～ 1.02。 腐植土層、α2ηιであった。 遣物は皆無であった。

Ｉ
イ
ザ
イ
く

SK-10

3出0 2
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第21図 D5区 SD-50実測図

SK9 調査区域の中央部 (XV E3S、 4S、 3t、 4t区 )に位置 し、長軸 3.6″レ以上、短軸

0.8～ 0。 9 ηι、深さ0.45孵 を測 り、南側はゆるやかに立ち上がる。堆積土層は、暗 オ
リーブ灰色

粘土層 、青灰色粘土層がl昆 じった七層で、灰色粘土層を切 り込ん
でいる。遺物 は皆無であった。

第 5層下層での検出遺構

S D43 調査区域中央部西側 (WE2t、 3t区 )に 位置 し、北西側は SD-42、 南東側 は

SD-39で切 られている。上幅 1.5～ 19阿 、下幅 1.0れ、深 さ0.35η を測 り、断面はU字形を

呈する。堆積士層 は、暗黒褐色 シル ト、緑灰色シルト層であったo出土遺物は、棒状加
工木 1、

瓦器片 1、 自然石であった。

第 6層上面での検出遺構

SD-42 調査区域の西側 (W2t、 3t区 )に位置し、東南側は、 S D 39の深い 掘 り方

で削平されていたも上幅 0.3～ 1.65η、深 さ0.352を測 り、断面はU字形を呈する。堆積
土

層は、砂混じり暗緑灰色粘質 シル ト層、 0.05～ 0.l ηb。 緑灰色粘
土混じリシル ト層、 0.25,レ で

あった。出土遺物は皆無であった。

SD-40 凹地 調査区域東側から西へ 3ηしまで (XV 4S、 5S～WP4a、 5a区 )に 位置

する。凹)'と面の―角に SD-49はみられる。

凹地 西側から東へゆるやかに落ち込む凹地状の遺構である。長軸 7,ι以上、短草由2.6～ 2.9

″じ以上、深さ 0 05 ηιで、堆積土層は、暗オリーブ灰色粘砂土層がみられた。遺物
は皆無であっ

た。

-21-
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SD-49 凹地面の底より掘り込まれた溝で、4ラ イン上に検出された。上幅 1.2ηし、現
長 7孵以上、深さα125,し を測る。 S D49は東南肩部は東へ拡がっていく。堆積土層は、灰オ

リーブ色粘砂土層、腐植土層が混じる。遺物は皆無であった。

SK-7 調査区域北壁面西側 (XVE 3t)で 一部分を検出した。長軸 1.6Tれ、深さ0.25～
0.4η を測る円形土城であった。堆積土層は、黒色粘土がブロック状に混じる青灰色粘土層 で

遺物は皆無であった。

第 9層上面での検出遺構

SD-50 調査区域北西角 (WE2S、 3S～ WF3a、 4a区 )よ り南東方向の溝を検出し
た。 S D 50は、上幅 3.5■、下幅 2.25れ 、深さ0,95η を測る。堆積土層は、上層より3c″程

の円礫を含む暗緑灰色粘質シルト層、 0.45 ηι。暗オリーブ灰色粘土層、0.05～ 0.15 ηι。 暗緑
灰色粘上層、 0.30～ 0.35 ηι。遺物は、暗オリーブ灰色粘土層中より、板状加工木片が出土した。

第 11層上面での検出遺構

SD-51  3ラ インの西約 1れの所 (WE3S～ wF3a、 4a区 )で、南北方向の溝を検
出した。SD-51は、上幅 1.0,24″し、下幅 0.75～ 2.2ηし、深さ0.35 ηιを測り、西肩部で灰色
粘砂土層がαl万盛 り上げられていた。この灰色粘砂土層は、SD-51の掘削の駆土と考えら
れる。堆積土層は、小砂を主として灰色粘土がプロック状に混じる層相であった。遺物は土師

器小片が数点出上した。

SK-10 調査区域の北東側 (WE4S、 4t、 5t区)に位置する。平面形態は、 1.85×
3.65 ηι堅穴状長方形土城の西南側に、長さ1,7れ、幅 0.35～ 0.6″レの突出部を有する土漿であ

る。堅穴状長方形土漿と突出部は、精査の結果同一時期と考えた。堆積土 は、堅穴状長万形

土漿では、小砂を主に、灰色粘土がブロック状に混じる層相であった。突出部は灰色粘土層で

あった。遺物は、堅穴状長方形土漿、突出部ともに、土師器の小片が数点出土した。(l上本芳彦 )

5)D6区 調 査

SD-20(挿 図一第 22図 )
D-6区中央よりやや西側において第 2層 (暗緑灰色シルト質粘土 )上面より検出した上部
幅 5。 32・ 深さ0.8ηしを呈する南北方向の溝である。溝内の堆積土は上層より、暗灰責色土 ・

暗オリーブ灰色粘質シル ト・オリーブ黒色徴砂・オリーブ黒色徴砂～礫の互層・オリーブ黒色

粘土、暗緑灰色粘上がブロック状に入った暗オリーブ灰色粘上の 4層である。溝内第 2・ 第 3

層から多数の漆器、加工木 (板材、杓子 )、 曲物、下駄、塔婆等が出上している。

SD-30(挿 図―第 32図 )
D-6区中央において第 3層 (灰色粘質シルト)上面より検出した南北方向の溝である。4
層部は先述のSD-29に よって切られているが、上部幅 5。 9ηし、深さ1.lηしを計る。SD-29
との時期差はほとんどないと考えられ、むしろSD-29は この溝の掘り直しであろうと考 え
る。
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第22図  D6区 SD-28実測図

-4

-2

一 oP+Om

I XV7

＝

洲

対

―

―

一
Ｅｔ

一　

　

一

Et

-23-



終

４

一
一

一

・

溝状攪拌  l xv14
SD-35

OP 2m IXV14

0   1   2   3m          l XV14

第23図 D7区 SD-35東側落ち込み実測図

SD-23(挿 図―第 22図 )
D-6区中央より西側において第 7層 (暗緑灰色粘土 )上面より検出した上部幅 7.32以上
・深さ2.2η・横断面は逆台形の二段掘りを呈する南北方向の溝である。溝内の堆積土は上層

より、暗緑灰色粘土・中粒砂～粗砂を少量含む暗緑灰色粘土・小礫を含む暗緑灰色粘土・灰色

粘土・暗オリーブ灰色粘土・緑灰色粘土・黒色粘土がブロック状に入った暗緑灰色砂混じり粘

土・黒色粘土が斑点状に入った暗オリーブ灰色粘土・暗オリーブ灰色粘上の12層 である。この

溝は地山と考えられる第 17層 (暗緑灰色粘土 )を掘り込んでおり、前回の調査においては、溝

卿 央部を南北方向に堤状に掘り残 していたが、今回の調査では、調査区中央付近で堤状に掘

り残しがなくなり、最も深くなる部分が東側によった形です本化している。つまり前回の調査

区における2つの流れがここで東側の流れに合流していたことになる。

6)Dフ 区の調査
SD-35(挿 図―第 23図 )
D-7区 西側において第 3層 (粘質 シルト)上面より検出した南北方向の溝である。攪乱に

一
Ｅｔ

一
Ｅｔ
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第24図 D7区 SD-37実測図

よって東肩は検出できなかったが、上部幅 5.7ηし、深さ 1.7ηし、横断面は上部を大きく開いた

U宇形であったと考えられている。溝内の堆積土は上層より、暗青灰色シルト質粘土・礫を少

量含む暗緑灰色粘土・暗緑灰色粘土・オリーブ黒色粘土・暗オリーブ灰色粘質シ
ルト・暗緑灰

色シルト質粘上の 6層である。溝の西肩において、 30～ 50c11の間隔で 2列に打たれた杭を検

出した。杭のほとんどは径 5～ 10椰 、長さ1.5～ 2.0印 で枝を払い、先を尖らせただけの 丸太

材であった。さらに、西肩を掘り下げる時点で、先述の杭列とは時期を別にする杭列の残存が

あり、これらは先の信九列に先行してのものと推察でき、西肩の護岸については 1回以上の改修

工事が考えられる。溝内からの出土遺物は、土器片、竹籠、下駄等であった。

SD-37(挿 図一第 24図 )

D-7区南側において第 5層 (暗緑灰色粘土 )よ り検出した上部幅 2.Oη以上、深さ1.2ηし、

横断面が逆台形を呈する東西方向の溝である。溝内の堆積土は上層より、細
～中粒砂を多量に

含む暗緑灰色シル ト質粘土・中粒～粗砂を多量に含み黒色粘上が斑点状に入った緑仄色粘土
・

暗オリーブ灰色粘土・細～中粒砂、細～中礫を多量に含み黒色粘土がブロック状に入った暗オ

リーブ灰色粘土・植物遺体を多量に含み黒色粘土がブロック状に入った暗オリーブ灰色粘上の

4層 である。溝内からの出土遺物は皆無であった。

SD-49(挿 図―第 33図 )

D-7区 SD-35の 東側において第 4層 (青灰色粘土、青黒色粘土、徴砂の互層 )よ り検
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第25図 D7区 SD-37・ 52・ 53・ 54実測図

出した南北方向の溝である。上部幅 1.2れ 、深さα3ηぅ。溝内の堆積土は暗青灰色粘土σ)単層怠

選物の出土はなかった。

SD-52,53,54(挿 図一第 25図 )
D-7区 において共に第 9層 (贈緑灰色粘土 )上面で検出した溝であるが、いずれも堆積土
の状況から長時間機能していたものとは考えられない。おそらく上層部で検出した水田に伴う

溝であったと考えられる。

落ち込み 1・ 2・ 3(挿 図―第 33図 )
D-7区東側において第 2層 (灰オリーブ粘質上 )上面より検出した緩やかな傾きをもって
底部に達する落ち込みである。その堆積の大部分は植物遺体を含む湿温ヨな粘土であり、 4～ 5

c″ほどの厚さで複雑な堆積を示しているが、水田の耕作土と考えられなくもない。さらにこの

遺構は断面でもわかるように、3時期の水田面が想定できる。

埋没谷-1(挿 図―第 26・ 33図 )
D-7区 の南東隅第 12層上面でわずかに検出した遺構で、前回南北方向の谷状夕と形 として
報告したものと同一と考えられる。今回の調査では、肩が南西から北東方向に検出され、 SD
-1と 併行の谷状の窪地と確認された。谷状地形の堆積土は北の一部が調査区内にかかっただ
けで3層の堆積が認められたが、基本層位に言及できるものではない。 堆積土をみると多量

■デ
プ

材
洲
氷
―
―
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第26図 D7区 埋没谷実測図

の植物遺体が層を成しており、砂層がみられないなどSD-1同 様、澱みを想定させるもので

ある。遺物の出土は前回の調査では、比較的多かったが、今回は、検出面積が狭いためか、全

くなかった。時期的には、前回の調査成果から、SD-1、 SD-3よ りも新しく、弥生時代

の中期中頃から後半と考えられる。                   (松 岡良憲 )
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3.出 土 遺 物
出土した遺物の量は、コンテナ(5 3 cl,X33 cl,X15側 )に約 160箱 と、コンテナに入らない

もの (杭)が 水槽 (210clμ ×95c11× 60 cl,)に約 1杯分ある。遺物は各 トレンチの溝から出土し

たものが多く、縄文時代から近世に至るまでみられ、大半は近世のものである。

遺物の中では、本製品・自然木が圧倒的に多く、コンテナに約 150箱 と水l曹 に―本不分出土し

ている。この他に、近世陶磁器・瓦がコンテナに1箱ずつと、土師器・須恵器・瓦器・弥生土

器・土製品が少量ずつあり、緑釉陶器・縄文土器・石器・銭貨などが数点みられる。

以下、簡単にそれぞれの主な遺物について記す。なお法量などの詳細は観察表に示す。

1)土器 。土製品
縄文土器

縄文土器 は、D5ト レンテの S D23か ら 1点出上 している。風化が著 しく不明瞭であるが、
4～ 5単位の波状口縁をもつ深鉢の頂部で、沈繰文をもつ。色調は、褐灰色を呈 し、長石・角

閃石・雲母・石英など粗い砂粒々多量に含む。縄文時代中期末の ものと考えられる。

体生土器

方生土器は、D2ト レンテの第 16層 、D4ト レンテの第 15層 上面、D5トレンテの S D23、
D7ト レンテの第 15層 から少量出土している。壺、甕などがみられ、いずれも弥生時代 中期
の もので、生駒西麓産のものが多い。

土師器

土師器は、各 トレンチから出土しているが、細片のものがほとんどである。皿、黒色土器、

甕、高杯、大包烙、土管などがみられる。皿は口径 1 0 clれのものが多い。いずれも完形品になる

ものはな く、時期 も、平安時代から江戸時代末まで多岐にわたる。

須恵器

須恵器は、各 トレンチから出上しているが、細片ばか りで量 もわずかである。甕などの体部

片がみられる。

緑釉・灰釉陶器

緑釉陶器は、D3ト レンチの第 2層 、 D4ト レンテの第 10層か ら、灰釉陶器、はD4ト レン
チの第 10層から出土している。 いずれ も底部のみである。
瓦器

瓦器は、 Dlト レンチの第 9層 、D5ト レンチの S D 23、 D6ト レンテの第 10層 から小量
出土している。 Dl,D6ト レンテか らは椀が出土している。いずれ も12世 紀後半の ものと
考Й_られる。

近世陶磁器

近世陶磁器は、D6ト レンチをのぞく各 トレンテから出上している。出土量の大半はD5ト
レンチの SD23か らのもので、他地区の トレンテの出土量は少ない。
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陶器は美濃、l煩戸系、唐津系、備前系、京焼系などの各地方のものがみられる。いずれも小

片であるが、急須 ,土瓶 ,福鉢、椀などがある。

磁器は染付、自磁、色絵がある。いずれも小片で完形のものはない。染付は磁器全体の9剖

以上を占め、器形には、椀、椀蓋、猪日、皿、鉢がある。椀は俗に「 くらわんか茶椀 」と呼ば

れるもので、染付の約 9割を占め、大部分は伊万里の製品である。手法には江戸時代初期から

中期にかけて栄えた印判手や、明治時代になってから出現する銅版手がみられる。他に外面は

青磁で、内面は伊万里染付を模倣した三田青磁もみられる。色絵では椀、皿、猪口、自磁では

紅入れ、小皿などがある。

土製品

土製品としては土錘、土鈴、人形、円板 (方板 )状のものなどがみられる。土錘はD4ト レ

ンテ、D6ト レンチ、D7ト レンチの各々第10層から4個出土している。土錘以外はD5ト レ

ンチの S D 23か ら出上したものである。円板は土器の二次加工品かもしれない。

2)瓦
瓦はD5ト レンチの S D23か らコンテナ 1箱分出上しているが、その他のトレンチの出土量

はわずかである。小片ばかりであるが、概ね近世のものである。

瓦製二次加工品

瓦の破片の周辺を円形もしくは方形に打ち欠いて成形したのち、周囲を磨いたものが、D5

トレンテの SD23よ り多数出土している。用途は不明だが、冥銭 もしくは泥面子と呼ばれて

いるものかもしれない。

3)木  器
木器は本調査では自然木とともに各 トレンテから多量に出上しているが、大半は歴史時代の

もので、わずかに体生時代の遺物がみられる。また近世の竹製の編物も数点出上している。

秀生時代の木器としてはD卜 D2ト レンテから刺突具状木製品が 5本出土している。いずれ

も先端を尖 らせたものだが、その中の 1本 は柄部になるところを桜の樹皮で巻いている。

歴史時代の木器は、Dl～ D7ト レンテにわたってみられ、杭材、容器 (漆器、曲物、桶なD

履物 (下駄 )、 紡織具の部材、工具の柄、卒塔婆、形代、その他加工痕をもつ各部材など
の木

製品が出上している。その中でも量的に多いものは杭材、容器、履物である。

杭材

杭材はD3ト レンチをのぞくDlト レンテからD7ト レンチにわたって各溝から出土してい

る。いずれも、小枝をはらい、先端を 3～ 5方向から削って尖らせたものである。 D5ト レン

テから一番多く出土している。他地区の杭は近代の護津工事の時のものと考えられる。

漆器

漆器は、ほとんどが椀であり、他に重箱の底板、お櫃の蓋などが若干みられる。D3ト レン

チのS D17、 D5ト レンテのSD23,SD39,D6ト レンテの S D28か ら多 く出土している。

椀は保存状態の悪いものが多く、斜め上方から圧力を加えられた形で押しつぶされているも
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のもある。高台は低いものが多いが、高台の高いものの中には高台裏の削り込みの深いものと

浅いものがあり、前者の方がやや多い。漆は内面が朱漆で外面が黒漆のものと、内外面ともに

朱漆のものが多く、内面が黒漆で外面が妹漆のものも若干みられる。外面に文様や絵を描いた

ものの多くは、内面が朱漆で外面が黒漆で、朱漆によって描いている。見込部に文様を描いた

ものもある。生産地は不明。

曲物

曲物は、杉などのやわらかい材質の木を柾目にそって薄く削ったものを曲げて、合わせ目を

カンバ(桜などの樹皮 )で縫い合わせたものに、底板をはめ込んだものである。側板はD5ト

レンチの S D39か ら、底板はD5ト レンチのS D24、 S D39、 S D50、 D6ト レンチのS D28か

ら各 数々点ずつ出土している。S D 39か ら出土した曲物の側板は、二重になっているものもあ

り、更に底板をささえるために、内面の下方に二重にした輪をはめ込み、数ケ所をカンバで留

めている。全体に傷みが著しい。

履物

履物は、D2ト レカ のS D 14、 D4トレンテのSD41、 D5ト レンテのS D23、 SD 24、 SD

39、 S D42、 D6ト レンチのS D28、 D7ト レンテのS D35か ら出土 している。種類は、連歯

下駄、差歯下駄、畳下駄、ばっくり、車履などがある。

連歯下駄には、前歯と後歯を削り出すのが普通であるが、更に前部にも歯を残したものがあ

る。差歯下駄には、差歯の1内が台部の表面にあらわれる露卵下駄と、隠れている陰卯下駄があ

る。露卯下駄のオ内は2個ずつもつものが多いが、 ll圏あるいは 3個ずつもつものもある。歯は

台部より拡がる銀杏歯のものが多い。差歯は、現在も陰卯下駄のものがつくられており、露卯

下駄の方が古い。溝のうち、D5ト レンチのS D 39,SD42に は陰卯下駄がみられず、他の溝 よ

りやや古いといえよう。

畳下駄は、 S D14か ら出土しており、本の台部に畳状のものを貼付け、周囲を釘で打ちつ

け、鼻緒を皮で巻いたもので、かなり新しい時期のものである。

その他漆塗 りのlぎ っくりや連歯下駄の中に子供用のものもみられる。いずれも江戸時代中葉

から大正時代ぐらいのものである。

4)石  器
石器の出土は少量で、 D3ト レンテの S D 01か らサヌカイ ト製の石鏃 2点 とD5ト レンチの

SD23か らサヌカイト製の石9族・石槍 それぞれ 1点ずつ出土 しただけである。いずれも秀生時

代のもので、D3ト レンテ出上の石鏃は琳生時代中期の土器と共伴する。

5)銭  貨
銭貨はD2ト レンテから「和銅開Й」が2枚、Dlト レンテから「元祐通宝」が2枚出土して

いる。                            (曽 我恭子・小西優美 )
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第 2表 土器・土製品観察表

Dl区  図版一

D2区  図版―・三十七 (2・ 3・ 4)

D3区  図版一

D4区  囲版―・三十七 (6・ 9)

備    考

胎土 精良
焼成 良
色調 灰黒色
楠葉産か

(第 9層出土 )

技 法 の 特 徴

●日縁部内外面は横ナデ

・鏡球な屎録導響盈駐恐遮凧籍
文。内面はナデの後、口縁部
に至る19条 の暗文。

形 態 の 特 徴

●丸味のあるやや深手の器形。

・ 口縁部はほぼ垂直に立ち上がり
端部は丸い。

・ 高台は断面三角形で、やや高い。
●見込部に斜格子状暗文。

法 量 (伽 )

口 径
器 高
高台径
(径高指数

147
56
58
381)

番号

1

器形

ナ腕

器種

瓦

　

　

　

器

胎土
焼成
色調
G雪 9

精良
良
淡黄色
層出土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 淡褐色
(第 11層下部出土)

胎土 角閃石・くさ
れ礫が多い。

焼成 良
色調 灰縛銅色
(第 16層 出土)

・ 口縁部内外面は横ナデ。
底部外面は指押えの後ナデ、
内面はナデ。

・ 口縁部内外面は横ナデ。

・ 底部外面は指押え、内面はナ
デ 。

・ 外面は
ヘラ磨き、底裏面に近

い部分はナデの上にヘラ整形

・ 内面は摩滅のため不明。

・ 平坦な底部から屈曲して外反し
ながら外上方に伸びる口縁部。
端部はさらに屈曲して上方につ

まみ上げている。

・ 丸味のある底部から存内彎しな

が ら伸びる国縁部。端部は上方
につまみ上げ、薄くなる。

●壺の底部のみ残存。

・ 底部から底裏面にかけて黒斑を
もつ。

口 径
器 高

102
1.2

口 径
器 高

0
2
9
2

口 径
器 高

底  径

不 明
56

(現存値 )
74

2

3

4

皿

士電

土

　

　

師

　

　

器

弥
生
土
器

腿賊鋼鰯舵
色
緻良醜際中

・ 内外面はナデ
●全面に施釉

・ 高台は外方へ張 り、端面に段を

もつ。輪高台。
口 径  不明
器 高  14
(現存値 )

高台径  52
5

不
　
　
　
明

緑
釉
陶
器

月上含土 精良
焼成 良
色調 乳牟目色
(第 10層出土 )

胎土 精良
焼成 良。軟質
色調 淡黄色
釉調 淡灰緑色
(第 10層 出土)

月′曾土 精良
焼成 良
色調 灰白色
(第10層出土 )

胎土
焼成
色調
(第10

精良
良
乳赤褐色

層出土 )

月台土
焼成
色調

精良
良
黄橙～

淡灰褐色
律 10層上層出土)

口縁部内外面は横ナデ。

底部外面は不調整、内面はナ
デ 。

●全面に施釉

・ 内外面
ロクロナデ

●貼付け高台

●全面摩滅のため調整不明

・ 口縁部 頚部は内外面ともに

・
懸義石宅嫁義彊沐翁計

内面は

●(2)と 同じ形態であるが、日縁部
は(2)に比べて強 く外反する。

・ 高台は切り高台で、やや上げ底

気味。

・尋奪嫌号民語写|【扉島±蒼彩g
呈する。輪高台。

・ 内側面に稜を有する。

・ 脚柱部は八面に面取 り。

・ 中空部は円形状を呈する。

・な譜乱
I着鵜 紹ぴぞ習試

ゞ

・習蕩錦鼻な内側にわずかに肥厚
し、外傾する面をもつ。

口 径  a4
器 高  11

口 径
器 高

(

底 径

不 明
11

現存値 )
58

口 径  不明
器 高  16
(現存値 )

高台径  68

口 径  不明
器 高  66
(現存値 )

口

器

2已    260
高  34
(現存値 )

6

7

8

9

10

皿

不
　
　
　
明

椀

一局

　

杯

襲

土
師
器

緑
釉
陶
器

灰
釉
陶
器

上
　
　
師
　
　
器
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D4区  図版一

D5区 図版二・四十 (15・ 18・ 19。 20)

弥

生

土

器

土
　
　
師
　
　
器

器種

甕

土

錘

器形

13

12

11

番号

口 径  1■ 5
器 高  225
(現存値 )

長  さ   44
(現存値 )

最大径    125
子L 径    03

長 さ
(

最大径
孔 径

45
現存値 )
12
025

法 量 (m)

口縁部はゆる
部は面をもつ
胴部はふくら
り大きくなる
底部は欠損。

やかに外反し、端

みをもち、口径よ

・ 両端が細くなる管形状。

形 態 の 特 徴

・ 口頸部内外面は横ナデ。
●胴部外面下半部をヘラ削
後全体にヘラ磨き。内面
体にハケロ調整。

・ 内面胴部上位に指頭圧痕
る。

りの
は全

が残

・ 外面ナデ。平滑だが、わずか
に指頭圧痕が残っている。

技 法 の 特 徴

胎土 雲母・角閃
石を含む。

焼成 良
色調 黒桐色～

赤褐色
全面に煤が付着。
(第 15層 上面出土)

胎上 精良
焼成 良
色調 (11)責灰桐色
d2)暗責灰色

(第 10層出土 )

備    考

近

世

陶

磁

器

染
　
　
　
付

　

　

椀
　
　
　
蓋

陶
器
猪
口

染

付

猪

口

白
確
紅

入
れ

白

磁

盃

白
磁
紅
入
れ

20

19

17

16

15

14

a8
31
42

口 径
器 高
つまみ径

&6
歩9
345

口 径
器 高
つまみ径

66
27
30

口 径
器 高
高台径

58
21
26

口 径
器 高
高台径

62
16
16

口 径
器 高
高台径

54
155
a4

口 径
器 高
高台径

口 径
器 高
高台径

46
1.4
11

・ 平坦な天丼部から丸味をもって
下方に短く伸びる日縁部。
●つまみ部は外上方に開く。

・ 口縁部と天丼部の境界に稜をも
ち口縁部は外下方に直線的に伸
びる。
●つまみ部は上方に垂直に立ち上
がり、端部は薄くなる。

・ 浅い椀形。

・ 口縁部はやや内傾し、端部は丸
t

・ 高台は断面三角形。

・ 浅い椀形

・ 口縁端部は薄 くなる。

・ 高台は小さく、断面三角形。

● 14と同じ形態であるが、口径
が大きい。

・ 体部は外上方へ直線的に開く。
・ 口縁端部は薄くなる。

・ 底部は平坦

・ 高台は体部の直下にほぽ垂直に
つく。断面四角形

・ 浅い椀形を呈す。

・ 口縁部は肥厚し、端部は水平な
面をなす。

・ 高台は小さく、断面三角形っ

・ 呉須にて施文。外面は草花文。
口縁部内面は花菱格子文。呉
須の発色はにない。
●つまみ部端部は無踊由

●呉須にで施文。外面は麻葉鬼
口縁部内面は幾可文。見込部
は井桁文。
●つまみ部端は無釉

・ 底部外面はロクロ削り。
・ 外面日縁部と内面全体に施和。

・ 口縁部外面に呉須にて笹文を
施す。
●畳付のみ無釉で橙色を呈す。

・ 外面に始唐草文の凹凸をつけ
る。

・ 外面体部中位以下は無釉

・ 内面が平滑であるのに対し、
外面はやや凹凸が見られる。
・ 口縁部を中心に粗い貫入。
・ 高台・高台内に和がけむら。

・ 外面は貝殺状の凹凸をつける。

・ 外面体部中位以下無釉

胎土
焼成
色調

精良
良
素地、自色。
釉、青白色。
具須、桐緑色
～灰青色
23出土 )S( D

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、青白色。
呉須、淡青色
～褐緑色

(S D 23出 土 )

月′含土
焼成
色調

(SD

やや粗
良
素地、灰色。
釉、緑灰色。
23出土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、青白色。
呉須、褐l最色
～灰青色

(SD23出 土 )

月台土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、白色。

(S D23出 土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素欺 白色
釉、白色。

(S D23出土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、白色。

(S D23出 土 )
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D5区 図版二・四十 (25,26)
備 考

ll台土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、青白色。
呉須、鮮かな
維青色。

(S D23出 上 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、自色。
釉、青白色。

呉須、淡髄
～暗灰緑色。

(S D23出 土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、青白色。
呉須、淡灰青
色～暗青色。

(S D23出 土 )

胎土

焼成
色調

精良
良
素地、
釉、白
呉須、

白色。
色。
青色。

(S D 23出 土 )

胎上 精良
焼成 良
色調 素地、自色。
釉、青白色。

呉須、青色。

(S D 23出 土 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、
和i、 青
白色。
白色。
青色。呉須、

(S D 23出 土 )

胎土 精良。
焼成 良
色調 素地、白色。
釉、白地。

(SD 23出土 )

精良
良
素地、白メと。

釉、緑白色。
23出土 )

胎土
焼成
色調

(SD

胎土 やや粗
焼成 良
色調 素地、灰白色
釉、ll月緑灰色

(S D23出 上 )

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、灰色・
淡黄l督色。
釉、黒梱色。

(S D23出 土 )

技 法 の 特 徴

・ 呉須にて施文。外面は秋車文。

口縁部内面は幾可学文。
部は界線文の中に右寄り
に『 大化』の二文字が見
●畳付のみ無釉

見込
に縦
える。

・ 呉須にて施文。外面は雲状の

文様。見込はすみれ文。
●畳付のみ無釉

・ 呉須にて施文。外面は雲状の

文様。見込部は五弁花文。

●具須にて施文。見込部はアル
ファベットのAと Tを組み合
わせた様な文様。

・ 高台に釉がけむら。

・ 他のもののように透明感がな
く、全体に白くにどっている。

●呉須にて施文。外面は網目鬼
内面は二重丸の中に九弁の菊
文。高台内に花押状の記号。
●畳付は無釉で淡掴色を呈し、
呵郭に砂が付着。

・ 共須にて施文。外面は雪輪連

鎖文。

・ 畳付のみ無釉

●釉がけした後、口縁部内面に

釉を削り取って文様 (ア ヤメ

科の花 )を描いている。

・ 内面下方は無釉。

・ 外面は日縁部を
ロクロ■デ、

.俺辞あ蜃鵞亀F含え】!亀ちれ
る。

・ 底部内面にめあとが残る。
●口縁部外 l角の和と素地の境界
が橙色を呈す。

・ 外面
ロクロ削り。

・ 高台内は無釉で、高台に和が
けむら。

・ 内面と口縁部外面に天日剰Iを
施湘l。 (美濃 )伊l戸系 )

形 態 の 特 徴

・ 腰部から内彎 して立ち上がる体

部、口縁部。口縁部はわずかに

外反する。

・ 局台ははば垂直につく。

・ 口縁部を欠損

・ 高台はやや外方に開 く。

●厚手で、

・ 口縁部は
丸味のある器形。
垂直に立ち上がる。

・ 口縁部・体部を欠損。
●かなり薄手で、高台内は特に薄
く削り込んでいる。

・ 高台はほぼ垂直につく。

・ 口縁部・体部を欠損。

・ 底部はかなり厚手である。

・ 高台は王直につく。

・ 口縁部を欠損。

・ 薄手でやや大Aり の椀。

・ 高台は外方へ開 く。

・ 底部を欠損。

・ 直線的に外上方へひろがる体部、
口縁部。

・ 直線的に外上方
へひろがる体部、

口縁部。

・ 底部は平坦。

・ 口縁部 '体部を欠損。

・ 高台は高く、やや外方にひろが

る。

・ 底部は厚手である。

・ 底部を欠損。
●浅い円筒状の馬善形の茶椀。

法  量 (ω )

口 径  104
器 高  52
高台径  28

口 径
器 高
く

高台径

不明
al
現存値 )
42

口 径
器 高

高台径

104
52
(現存値 )
不明

口 径
器 高

(

高台径

不明
20
現存値 )
36

口 径
器 高

高台径

不明
27
(現存値 )
41

26

口 径  不明
器 高  37
(現存値 )

高台径  43

口 径
器 高
97
23
(現存値 )

口 径  lα  4
器 高  24

口 径
器 高
高台径

不明
26
46

口 径
残存高
127
38

謡

21

22

23

24

25

27

28

29

30

器 形

染

付

椀

白
　
磁
　
皿

白
　
磁
　
皿

青
　
磁
　
椀

陶

器

茶

椀

器 種

近

世

陶

磁

器
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D5区 図版二・三十七 (31)・ 四十 (42)

近

世

陶

　

　

　

磁

　

　

　

器

土

製

品

須

恵

質

瓦
質
土
器

土

師

器

器種

染
　
　
付
　
　
椀

青
　
　
磁
　
　
椀

染
　
　
付
　
　
椀

不

　

明

土

管

抱

烙

大
　
　
墓

発

器形

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

番 号

口 径
残存高
高台径

不明
45
5.2

口 径
残存高
高台径

116
45
不 明

口 径
残存高
高台径

不 明
3.7
43

辺 22
26
40
17厚  さ

口 径
残存高
lZ6
45

口 径
残存高
130
46

口 径 132
45残存高

口 径
残存高

不 明
33

口 径
残存高

不 明
27

口 径
残存高

不明
25

口 径
残存高
底 径

不明
298
210

口 径  166
残存高  40

法  量  筋 )

・ 口縁部欠損
・ 厚手の平坦
立ち_Lが り
る体部。

な底部から
、内彎しな

屈曲して
がらイ申0ド

●やや大ぶりの茶椀
・ 内彎しながら外上方へ立ち上が
る体部・口縁部。

・ 口縁部を欠損。

.督きぞ:冬種二津魯菫蒼ち:が

.蜃昌[ξ彰宿尋a言ぃを呈す。

・ 現在の上管とはぼ同形である。

iaョ♀写gこど警二旨H魯宅写。
・思綴計聰景書k寝ぴ卑合去憲怠
写落?ぷ二勢)平湯昂亀l数響

・ 浅いレンズ状の体部から屈曲し

.吾き宅會雲辞a暑写詈孝宮弓争

.扮憲鵠絡嶽ぷど鰺争をて

●肩部より上を欠損。
・ 体部は球形状。

.簗翌億崖会汗安定
した器形。

・ 肩部で屈曲して、外反しながら
外上方へ伸びる口頚部。
●胴部以下を欠損。     サ

形 態 の 特 徴

●呉須にて施文
縦線で側面を
草文を描く。

。外面は波状の
三方に分割 し、
見込部は芝文。

・ 外面に青磁釉を施和
・早曼琴鳥写!よ呉須

にて花菱格
●三田青磁か。

・倉奮辣蕎留釉
文称傘思督伊
の図

●畳付のみ無釉。

・ 底部内面はドーナツ状に釉を
かき取っている。

●全面鋭利な刃による削り。

・ 内外面ともに横ナデ。
●(36)(37)は外面にハケロが
残る。

・ 内面に粘土の継目が残るもの
(37)、 強いナデを施している
もの (38)がある。

・ 内外面ともに横ナデ。

・整体1余軍銚悲★習島↑『
目調

・禁華景暇盤離苧箋『
ナデ、

・ 口縁部内外面は横ナデ。
●

婚辞劣Fは
調整不明、内面は

技 法 の 特 徴

胎土
焼成
色調

精良
良
素地、白色。
和l、 青白色。
呉須、暗灰
青色～淡灰青
色。
39出 土 )(SD

胎土 精良
焼成 良
色調 素地、自色。
釉、明緑灰
色 (外面 )
青白色(内面)
具須、暗青色

(S D39出 土 )

胎土
焼成
色調

精良
良

甍1也音自
白
色:

呉須、青黒
色～暗青灰
色。

(S D24出 土 )

胎土
焼成
色調
(SD

砂粒が多い。
良
灰色。
23出土 )

胎土 ,ケ半立が多い。
焼成 良
色調 (36)灰 白色
(37)乳褐色
(38)灰黒色

(SD23出土 )

胎土 精良、砂粒を
少量含む。

焼成 良
色調 淡黄褐色。
小片の為、口径の計
測はィ、口J。
(S D23出土 )

胎土 砂粒わ歩 い。
焼成 良
色調 橙絹色。
(SD23出 土)

胎土 砂粒が多い。
焼成 良
色調 赤褐色～暗
桐色。

(SD23出 土 )

備 考
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D6区  図版三・三十七 (43,45)

D7区  図版三・三十七 (46・ 50)・ 三十八 (52～ 54)

備    考

胎土 精良
焼成 良
色調 黒灰色。
和泉産か。
(第 10層出土 )

精良。
良
淡存鳳灰色。
10層出土 )

胎 土

焼成
色調
(第

胎土 精良
焼成 良
色調 乳褐色。
(SD28出 上 )

技 法 の 特 徴

・ 口縁部内外面は横ナデ。

竜 穀分屎鎌E位
押
盈傘徐モ足絵

暗文。内面はナデの後、口縁
部に及ぶ 19条の暗文。

・ 外面

・ 平滑
はナデ。
だが、指紋が残る。

・ 口縁部内外面は横ナデ。

・ 底部外面は不調整。内面はナ
デ 。

形 態 の 特 徴

●丸味のある底部から直線的に伸

.瞥各俗訣 F写蓼花攣サ舜熟鰍
。

に凹みをもつ。断面四角形。
●見込部にジグザグ状の暗文。

端が細 くなる管形状。
はまっすぐに通っている。

・ 両
・ 孔

・ 口縁部は直線的に外上方へ伸び
端部は上方につまみ上げ、薄く
なる。

・ 底部は平底。

法 量 (師 )

口 径
器 高
高台径
(径高指数

154
525
42
341)

長 さ
最大径
孔 径

43
1 15
02

11.5
215

口 径
器 高

番号

43

44

45

器形

椀

上

　

錘

皿

器 種

瓦
　
　
　
器

上

　

師

　

器

胎土 砂粒が多い。
焼成 良
色調 黒色 (外面 )

Fttl忌褐色
(内面)

(S D35出 土 )

】台土

焼成

砂粒を少量
含む。
良

色調 灰黄褐色。
(SD 10層 出土 )

胎上 角閃石・くさ
り様を含む。

焼成 良
色調 暗存周色。
(第 15層出土)

胎土 角閃石・雲母
を含む。

焼成 良
色調 牟同灰色(外面)
暗黄灰色(内面)

(第 15層出土 )

胎土 砂粒が多い。
焼成 良
色調 灰黒色
(断面灰色 )

(S D 35出土 )

胎土 砂粒を含む。
焼成 良
色調 灰黒色
(表裏面 )

灰色(側面 )
(SD 23出 土 )

・ 口縁部内面は横ナデ。

・ 外面は口縁部から体部にかけ
てヘラ削りの後、粗いヘラミ
ガキ。
・ 体部内面ナデの後ヘラミガキ

●外面はナデ、平滑である。

・ 外面はナデ。

・ 端面は強い横ナデ。

・ 内面は摩滅のため不明。

・ 外面は8条からなる櫛状工具
による施文。

・ 内面はナデ及び指押え。

・ 表面は縦方向の削り。

・ 裏面は縦方向の粗い削りで、

無調整に近く、先端部を周縁
にそって削り込んでいる。

・ 瓦片の周辺を打ち欠いて成形

した後、周囲を磨いている。
●(48)の孔は錘状のもの怠 表
裏両面から穿っている。
●(50)の 一側面はもとの面を利

用 している。

`直
線的に外上方へ伸びる体部か
らやや立ち上がる口縁都。端部
はわずかに外反し、内面に沈線
をもつ。

・ 底部を欠損。

・ 両端が細くなる管形状。

・ 孔はまっすぐに通っている。

・ 口縁部はゆるやかにひろがり、

端部は下方に肥厚する。下端

部に不親則な刻み目文を施す。

・ 直線文と扇形文の組み合わせ

による流水文を外面に描いて

いる。

・ 破片のため、全体の形状は不

明。

・ 先端部は薄くなる。

●(52)は ドーナツ形状を呈する

が、半分は欠損。
(53)は 円形状を呈する。
● (54)は長方形状を呈する。

口 径
残存高
高台径

144
47
不 明

長 さ
最大径
孔 径

34
α9
02

長 さ
最大径
孔 径

36
10
02

口 径  120
残存高  30
底 径  不 明

口 径
残存高
底 径

不 明
83
不明

現存長

現存巾

厚 さ

150
105
22

直 径
孔 径

厚 さ

62
08
16

直 径  415
X a85

厚 さ  12

一 辺   a8
X a4

厚 さ  12

46

47

48

49

50

51

52

53

54

黒
色
土
器
椀

土

　

　

　

錘

一望

丸

　
　
　
瓦

冥

銭

土
　

　

　

師

　
　
　
器

弥

生

土

器

瓦

瓦

製
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第 3表 木 器 観 察 表

Dl区 (1～ 4):D2区 (5～ 20)図版四。四十一 (1・ 2・ 4・ 5,10。 1卜 14～ 17。 19)

※ (1～ 5)は弥生時代出土迫物、(6～ 120)は歴史時代出土遣物o (王見)1ま現存値、く推)は推定値を表わす。
-36-

履

物

紡

織

具

部

材

容

器

食

膳

具

種  類

下

駄

布

巻

具
↑

し

楔
（
？
）

樽

桶

蓋

刺

突

具

16

14

13

11

10

9

8

7

6

１

１

５

※

番号

長 さ  213
台 幅  a3
高  さ (現 23)

長 さ  212
台 幅  94
高 さ (現 29)

長  さ   206
台 幅  &8
高 さ(現 Z6)

長 さ 210
台 幅  a0
高  さ (現  32)

長  さ  160
台 幅 (現 40)
高 ィさ (現 22)

長  さ   154
台 幅  &6
高 さ (現 18)

長  さ
幅

厚  さ
“

6

21
18

長 さ

幅

88
16

最大幅
長 さ

厚 さ

33.0

40
10

長  さ
幅

厚  さ

440
81
16

口 径
厚 さ
225
13

最大幅

長  さ lα 4

?

226
065
?

08

法 量 (cπ :)

・ 長円形をした台表に畳を貼り付けた下駄。「U」字形の釘が残る。
前部はやや前のめりになる。

・ 台裏のやや後よりの位置を、 15は両側を花形に 16は前側を花
形に後側をまっすぐに寺Uる。

・ 前壺は台裏の方を大きくあけ、後壷は台表と同し大きさで、15
はほぼ垂直に、 16は外上方から内下方に穿つ。重に縄を撚っ
た緒や 15は皮 も遺存する。
●15の台裏の後部は非常にすり減っている。

●隅丸方形の連歯下駄 (?)。 前部は前のめり気味。

・ 台裏は後壷を穿つため方形に割 り抜いている。

・ 前壷はほば垂直に穿つ。

●隅丸方形の連歯下駄。台裏は平坦。

・ 台裏に歯を削り出した工具痕が残る。

・ 前壷は垂直方向に、後壷は外上方から内方へ向けて穿つ。

・ 長円形をした子供用のぽっくり下駄。前部は前のめり気味につ
くる。後部は欠損。

・ 台裏をl昌丸方形に割り、後壺をはぼ垂直に穿つ。前壷は不明。

・ 隅切りした長方形の子供用の連歯下駄。台裏は平坦。

・ 歯は両歯共、内側を花形に削り出す。

・ 台部は大人戸]の下駄に比べると厚みが薄い。前アゴはやや厚い。

・ 前壷はほぱ垂直に、後壷は外上方から内下方へ穿つ。裏面にワ
ラを撚った緒と釘わ泊 存する。

・ 断面がかまばこ形をした布巻具。

・ 表面の両端から1 2 cF入 った位置に「く」の字形の快 り込み、他
面は―端の 14師残した位置に表面より深く、更に 6 6 cB入った
位置と他端から8 cB入 った位置に「く」の字形の快り込みをメ脇 。

・ 表面は丸く、他面は平らに削り出す。

・ 断面が方形をした頭部から、断面が円形のつくり出し部をつく
り、先端まで徐々に尖り気味に削り出す。

・ 削りの正具痕が明瞭に残る。

●下方へ向って次第に巾狭になり、断面が内彎する側板の一部

・ 内面上方には蓋のあたりの痕が、下方には底板をはめ込む痕が
みられる。

・ 外面上方に1ユ 3本 、下方には1本のタガの痕が残る。

・ はぱ均―の厚みをした内弩気味の側板の一部。下端部は腐含よ。

・ 外面の上端部から8c″入った位置と、下端部から3m入った位
置にタガの痕がみられる。
●上端部に近いところに鉄釘が遺存する。

●正円形で周縁から約 1 8 cB入 ったところに、巾 3園を溝をもつ。
受部がつくと考えられる。

・ 両面共黒漆塗り。

●全面を縦方向に削る。両端を徐々に細く尖らせ、先端部は下端
に比べて鋭く削り出す。削りの工具痕が明瞭。
●1～ 4の断面は、円形～惰円形で、5の断面は多面形。
●2は柄部に桜の樹皮を三重に巻く。

・ 1は先端に近い部分に、21よ中央部に焼けたような痕跡がある。

形 態 の 特 徴

S D14

第 8層出土

S D14第 4層出土
●6は お櫃の蓋か

●8の内面に有機物が
付着

Dlト レンチ
第15層 出土 (1,2・ 3)
第16層 出土 (4)
D2ト レンテ
第 15層 出上 (5)

備 考

植物遺体層出
土

第 3層出土

第 4層出土

(北壁 )出土

第 2眉出土

植物遺体層出
土



D2区  区版五・四十一(19)

D3区 図版六・四十二 (23・ 25)

D4区 図版六
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備 考

植物遺体層出
土

第 4層出土

植物遺体層出
土

S D14

形    態 の 特    徴

・ 隅丸方形をした陰卯下駄。断面は舟形。

・ 台裏に差歯の溝をもつ。両歯とも欠く。

・ 前 後壷ともほぼ垂直に穿つ。
・ 長F]形 をした陰卵下駄。台裏は舟底形。 18の底は稜が明瞭に

・
9息笞票景:軍亀lζ手担帯蔓デ弩誓i盈勇髯1を見号f吾ぞとを
に考えられる。

・電〒継滉ぽ緊た、
24攪
摘舗観扮森:鵬

へ穿つ。

法  量 (師 )

さ
幅
の厚

長

台

204
82

さ  19

長 さ
台 幅
台 厚

2α 9
&8
(現 26)

長 さ
台 幅
高 さ

180
&0
(現 30)

長 さ
台 幅 (

高 さ (

200
推 &8)
現 48)

番号

17

18

19

20

種  類

下

駄

履

物

植物遺体層出
土

暗灰準目色
粘土層出土

植物遺体層出
土

灰色中粒砂層出土

SD 17植物遺体層出
土

SD 17●21は体部破片のみ遺存。 22は一木からロクロ挽きした厚手の
椀。
●22の高台は高く削り出し、高台裏も深く(18師 )削 り込む。

:環Sほ套蔭を塗布した後、朱漆る慎様を描 く。 2Hま『 知こ違い
鷹の羽』様の模様を描く。

・ 直径が約 34師の円形容器の底板の組み合わせ部材の一部。

・ 周縁は九味をもつ。

●上面が中央にむかうに従って高くなり、中央部に長方形の袖穴

.篤央B角嘔最|と話alの摩擦痕か角がとれ、丸味をもつ。

・ 断面はかまばこ形をした部材。両端
に近い位置にそれぞれ 2子 L

.蕎縛
gttB稚

削ったノミの工具痕があり、釘のようなものを打

ちつけている。

・露巴岳音児髯理ク鴬島器ぎ盈鞍翫鵞手「
つす判断し、先端

・ 先端部の工具痕が明瞭に残る。

21は計測不能

口 径
器 高
高台径

(老慰l17)
(現 52)
(後 &4)

長 さ
最大幅
厚 さ

254
75
11

長

厚

さ

さ

15
t

73
17

3α 6
43

長 さ

幅

146
48
11

長

幅

さ

さ厚

21

22

23

24

25

26

漆

器

椀

桶

刃木
製
形 品

そ
の
他

へ木
ラ製
状品

食
　
膳

具

容
　
器

組
み
合
せ
材

紡

織

具

S D41
●271ま
第4層出土
手桶の柄か

SD03出 土

SD 41第 4層出土

・ 断面がかまばこ形をした棒状の柄。一端は折損するが、他端
の

方に相口の仕口を設ける。
●側面の一部に朱漆が残る。

・ 表裏面を平滑に仕上げた板材。先端がやや薄くなる。

・ 一側面は「V」 字形の溝をもつ。

・ 下端部に釘が遺存するも

●両端を
は断面
切断 し、
を円形に
下端は断面を六角形に面取 りしているが、他端
削り出した棒材。

・ 両端を切り折りした板材。

・ ¬面は平らであるが、他面は不規則な溝状を呈す。

●両面を平滑 lこ 削った板材

・ 先端は折損。他端は薄 く一面を二Jぐ。

長 さ (現 1&4)
幅    16
厚 さ   13

長 さ

さ

338
56
08

幅

厚

長 さ
最大幅

92
45

長 さ

さ

256
117
27

幅

厚

長  さ (現 184)
幅    19
厚  さ     08

27

28

29

30

31

柄

板
　
材

樺
材

板

　

材

板
　
材

容

器

そ
　

　

の
　
　

他

(現 )は現存値、 ぐ佳)は推定値を表わす。



D4区  図版六。四十二 (32)

D5区  図版七・四十二 (40)・ 四十三 (42)

物

履

駄

下

種  類

34

33

32

番号

現
現
現

さ
幅
さ

長
台
高

α

盈

＆

さ
幅
さ

長
台
高

(推 13.4)
83)

(現 22)

(現 23)

さ
輻
さ

長
ム里
局

208
ao

法  量 (cЛ:)

蓬艶鼎 P、前後
のガ渕れているが、鎖は

くが、差歯の澪はやや中央部が細 くなる。・ 差歯を欠

・ 隅丸方形
舟底形と

:3害旨を急彗ぎこ二塚をそ雌 方賀ズの外側を
形 態 の 特 徴

S D41第 4層出土

備 考

他

の

そ

具

エ

器

容

食

　

膳

　

具

角

材

板

材

角

材

板

　

材

円
板
状
木
製
品

柄

桶

漆
器
蓋

漆
器
椀

47

46

45

44

43

42

40

39

38

37

36

35

長

幅
さ

厚  さ

2α 4
20
11

囲
慟靭
暢
暢
孵

さ

　

さ

幅
長
　
厚

長 さ
幅
(現 244)
08X07

■

２

α

現さ

　

さ

盛
長
　
厚

径
さ
直
厚

■6
10

径
さ
直
厚

67× 64
1125■ 5

径
さ

直
厚

45× 51
α5～α8

幅

厚  さ

長  さ 15.2
25
20

厚

長
幅
さ (現 251)
77

さ   05

長  さ (現 158)
幅  (現 48)
厚  さ α5～ 12

長  さ   140
幅       70
厚  さ 08～ 1.25

ナ計測不能

α 6

径
高
さ

口
器
厚

径
高
径ムロ

ロ
器
一局

現
現
現

２

５

２

の角材。一端をまっすぐに、他端を斜めに切断して・ 断面が方形
ヽヽる。

側響吹島督V争宮夕指宗考生ネ称哲「
間隔に穿つ。両瑞、●薄

両

・ 断面が方形の角材。一端は丸味をもつが、他端は切損。

:喬端
面廊髯票壕常党策をでは:

:影F讚靴 識を姓形
をし萌。

暇怒□r鼠需奮腐泳黒散τttP~部と考えられる。
・ 薄い板材。

・ 一端は丸床

.霞:浄B稔膏を写ξ,奪
簿稜銭素激辱a♪

薄くなる側板。上端

●薫擦塗
板
らf円
形になると考えられる。

i高含き:桑陰≧

'3と

r薄
手の椀。

S D23

SD23

中粒砂層出土

賞植土層出土

中粒砂層出土

暗青灰色粘土層出土

少砂層出土

腐植土層出土

砂層出土

中粒砂層出土

小砂層出土

腐植土出土

SD 23中粒砂層出土

●36は曲物の蓋か

(現 )は現存値、 (推 )1ま推定値を表わす。
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D5区 図版七～九・四十二 (55・ 69・ 74)
備 考

腐植土層出土

中粒砂層出土

SD 24出土
・ 漆器擁は横木取りが
多い。

● 601よ鍋の蓋力)。

SD39腐植土層出土

SD 23

形 態 の 特 徴

●48は長円形。49は隅丸方形をした連歯下駄。台裏は平坦で、

.勲F涙胃著瑣過基台職 に削り出筑歯はよくすり減っaヽ
る。・
Z員こ私羹翻 結F書貧擁融中録

後部を欠く。
溝の巾は広い。

・ l.鳴切りした長方形の陰卯下駄。台裏

・ 台裏に歯を差す溝をつくる。他の例

・ 前壷はほぼ垂直に穿つ。

は舟底形。
に比べると

:讃評贔維 ,見
g岳雪曇音坪静∬臨。

.凰鶴 ガ魯歴鰹既娯罷奮たな霊燥資き議 を描く。

●円形をした薄い底板、月縁は面取 りしている。

・ 裏面に一定方向の削り痕があり、やや内弩気味。

●円形をした薄い板.把手をつけるため、中心に巾07師、深さ
01師の溝をつけ、不規則に穿孔している。

●ほば正円形をなす属板。やや外側にそり気味。

・ 表面は平滑に、裏面は割り裂いたままにして
いる。

・ 周縁は面取 りをした工具痕がみられる。

.縫最孝1詈握景彪ちギ奪港ξ薄9杏繋宿悽哲揚跡痕が明瞭に残る。

● 63・ 64は隅切 りした長方形、 65は長円形の露卵下駄。台裏は

●暮量粍歯を差す溝 と、台表まで員通する柚穴を63・ 64は 2個、
65は 3個ずつ穿つ。

:縫∬寝常懸」(勇ま錨会
開れ鵬 4猛器争へ第

・ 後霊は内上方から外下方へ穿つ。

:盤署魯裳妹唇憲懸旨電袴団?置季F墜負是課幾
・ 高争 後の壷はほぼ重直に穿つ。

ほば平坦。
る。

・ 一木か

・ 内外面
らロクロ挽きした蓋。高台は低い (05伽 )。
朱漆塗り。

酢鍮岬驚そ鞠絡
・
禁建獣ψ犠機鍵セ蟹Ⅷ

法  量  (銅 )

長 さ
台 幅
高 さ

23.8
82

(現 22)

21 2

(推 &8)
(現 24)

長 さ
台 幅
高 さ

長 さ (現138)
台 幅   68
高 さ (現 30)

口 径
器 高
高台径

115
40
56

暴轡|
高台径〕

計測不能
&7

154・ 56Cら

139
α9

底 径
厚 さ

170
06

口 径
厚 さ

57
05

底 径
厚 さ

長さ (現 111)
槌部
最大径
握部
最大径

54

25

225
94
(現■0)

長 さ
台 幅
高 さ

長 さ
台 幅
高 さ

214
&4

(現 &3)

210
&1

(現 60)

長 さ
台 幅
高 さ

134
56
現 3.3)

長 さ
台 幅
高 さ (

105
30
55

口 径
器 高
高台径

暮台憂1酸RF患
口 径
体部高

126
30

体部高
径 152
54

口

口

体部高
径 142
58

番号

48

49

50

51

52
t

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

６８

１

７ ６

72

71

73

種  類

下

駄

漆

器

椀

曲

物

蓋

柄
　
杓

猫
状
木
製
品

下

駄

漆
器
蓋

漆
　
　
器
　
　
椀

履

物

食

膳

具

農

　

　

具

履

物

食

膳

具

(現)は現存値、 (推 )1ますを定値を表わす。
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D5区 図版九・十・四十二(86)

-40-

容
　
　
器

履

物

そ
　
　
の
　

他

容

器

種  類

曲

物

桶

駄

角

材

板
　
材

柄

　

杓

桶

桶

蓋

曲

物

箱

森
器
片

95

94

93

92

90

89

88

(

(7 幅

0)
4)
4)

|

|

長

厚

さ

さ

1現
現
0
1

α

86

85

84

83

82

81

80

79

78

77

番号

底 径
厚 さ

1&4
10

長 さ

幅 39
125
～48

長 さ
台 幅
高 さ

220
64

(現 1_7)

長 さ
台 幅
高 さ

21.2
■5
72

長  さ   220
台 幅   7.0
高 さ (現 名1)

長 さ  220
台 幅   &7
高 さ (現 15)

長 さ
台 幅
高 さ

236
ao

(現 ZO)

長

幅
厚

309
34
25

さ

さ

53
57
58

口 径
高 さ
底 径

さ

さ

(

(幅

厚

現210)
現 54)
05

長

長

幅

厚

さ

さ

(

(

9
5

ll

現 2

現

2)
0)
9

185
02

口 径
厚 さ

直 径  197
高  さ (現 55)

直 径  195
高 さ (現 多5)

12 1Xll l
09X13

底 径
厚 さ

108
117

底 径
厚 さ

長  さ  172X
(現 140)

厚 さ  04

長 さ (現 25)

法 量  (c“ )

●円形をした底板。
●周縁は面取 りをしている。

●下方へ向って徐
●内面下部に底板

々に巾狭で薄くなる側板。
をはめ込んだ痕がある。

●[員丸方形の連歯下駄。台裏はほば平坦。
・
ユ諺健翫認i後

のガ と中央部を残 して前は「D」 形に、後は

・ 前壷は外上方から を、各調謝まほ |こ

・
ラを
はl勇切りし張 方形、92は長円形の露ワ「下駄。台裏は舟底

・ 台裏
燥裾呈責暦を農写す

とヽ 台表まで貫通する納を1個ずつも

●
表Flま
上部に出柚を1個 もち、下部に向って開き、台幅より広

・ 前・後壷ともにほぼ垂直に穿つ。

●隅切 りした長方形の連歯下駄。台裏はほぼ平坦。
・ 台裏からは1ま直角に歯を削り出す。鋸の痕が見られる。89の
歯は台幅より広 くなる。

・
思房♂肖誌報軽発見

｀後壺は内上方から外下方へ、 891ま方形に

・ 後歯がよくすり減っており、 891ま台部近くまですり減る。

●全面を縦方向に削り、多角形に面取 りした棒材。
・ 両端を切断。

・ 表裏を平滑にしだ板材。両側面と下端部は折損。
●先端部に2個の穿孔をもつ。

・ 竹の節を利用した柄杓。柄は欠く。
・冒景軍な鷺ピ撮叉事乏丸を写ちと反対側の31∽下った位置に径

・ 隅丸方形か円形
●周縁部はやや尖

をした底板の一部。
り気味

●下方へ向って徐々に巾狭になり、厚みも薄くなる側板。
●上端部は丸味をもつ。下端部は傷みが激しい。
●上端部から3∽入った両側面の位置に目釘穴をもつ。

・ 非常に薄い円形状の板。曲物の蓋。

・ 周縁より約 2伽入った位置に把手の痕か、釘穴が3カ所みられ
る。

●曲物の側板。板目に冶って、81は 1 5 cЯ前後に削った板を二重

糧巻F2は
2阿前後の板を一重に円形に曲げ、桜皮で重なり部を

●内面下部に、底板を受けるためか、 1伽巾の板を二重にし、8カ
所はどを桜皮でとじ合わす。

・ 円形状の底板。
●79は 部分的に焼けた痕がある。

・
尋「

lこ釘穴をもつ。釘穴は02舶 の四角形。一部、本釘が遺
●内外面に不定方向の工具痕が残る。
●黒漆がごくわずかに残る。

●朱擦盤サ
柚を つヽ板材。他端は折損。

形 態 の 特    徴

S D42

SD 23腐植土層出土

●88は先端にしっく
い状のものが付着

・ 89は歯のすり減り
方から左足用か。

SD23

SD39出 土
●77は重箱の側板か

●78は重箱の底板か

備    考

暗青灰色粘砂
土出土

腐植土層出土

淡青灰色粘砂
土眉出土

腐植土層出土

腐植土層出土

灰色小砂層出
土

小砂層出土

(現 )1ま現存値、 (推 )は推定値を表わす。



D5区 図版十

D6区 図版十一・十二・四十二 (116)・ 四十三(110)

D7区 図版十一。四十二 (119)

:勇窪古尋ぼ鰹尤盤既乱三鳥袷a35鋭 ,厚みα4～α6c“ )
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備 考

SD 50出上

形 態 の 特 徴

●円形をした底板。
●周縁は面取 りをしている。

法  星  (c用 )

径
さ

底
厚

122
07

番号

96

種  類
曲
物

容

器

:≡紫宗善?ゲ管境きt弩恙革吾現招事

'?滝

6)YI需挙Σ統
.音響き翠丞七伝亀咎く、ゃゃ厚手のものには高いもの(101

:1ゞ燃軽竜境,帯y鍵銑β温猟面は融韓亀を
・奪∫
10BI遼屡≧尋奮寝世棄謀8甕攘恋描

漆奪P。外
面を98は朱

S 第 2層出土
(100)

第 3層出土
(97～ 99)
(101～ 105)

第 3層出土

第 2層出土

第 3層出土

●円形の薄板。柄杓の底板か (?)

・ 表面を平滑に削る。

・ 隅切

・ 台部

・ 前
・ 両歯

み著態岳室普2雷憲罰摯島9驀録音尾あ枡

`域

稜碧螺留落。
後壷ともにはぼ垂直に穿つ。
ともによくすり減っている。

:群ヱξ繭麟    幸ζ岳
°

●円形をした曲物の蓋。中央に径 06c鷹の円孔をもつ。
●周縁は面取り。一部に焼けこげの痕が残る。

:豊綴髯ぞ見蹂ち慨瑶議報
｀
冒弓素と七璃矯幾

・ 断面が長方形。上面の中央が九く山形を呈し、そ
の下部に軸棒

を通すための円孔を穿つ。

.鴇需磐暴宅彰ち鐘尿:亀戻督稼桂占む電で

'写

奥に釘穴をもつ。

.督霙ィをとを巨専髭3悪饗詈静各婁彗悠督篭乎老柚を2個ずつも
●差歯は上部に出袖をもち、下部に向って開く。113は台部まで
すり減る。

・ 前・後壷とも、ほぼ垂直に穿つ。

:黎籍縫辮辞頭穏妍解珍ど繋 穐簸糞:
・ 前・後壷共にはぼ垂直に穿つ。

暮台憂|
ほとんど

計測不能

高台径   52

高台径   55

底 径
厚 さ

8
5
6
0

底 径
厚 さ

(現 115)
08

底 径
厚 さ

118
07～ 10

口 径
厚 さ

127
08

長 さ (現 205)
身 幅  114

長 さ
最大幅

103
29

長 さ

幅

153
18

226
&8

(現  3.0)

長 さ
台 幅
高 さ

長 さ
台 幅
高 さ (

224
86
現 64)

220
80

長 さ
台 幅
高 さ

長  さ (現 206)
台 幅   99
高 さ (現 22)

長  さ   194
台 幅   78
高 さ (現 3.1)

長  さ (現 194)
台 幅   α9
高 さ (現 21)

９７

‐

‐ ０５

97

101

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

漆

器

椀

（
蓋

）

柄
杓

曲
　
　
物

蓋

杓

子

部

材

組

材

駄

下

食
　
　
膳
　
　
具

容

器

そ

の

他

履

物

SD 35出 土

」
存。
広
進
よ
釘部穿っ。

卯
溝
く。

陰
す
欠

た
差
を

し
を
分

を
歯
部

形
に
の

円
裏
壷

長
台
前

Ｚ

＆
さ
幅
長
身

7
0

(現 194)
a9

(現 &8)

さ
幅
さ

長
台
高

119

120

杓

子

下

駄

容
器

履

物

(現 )は現存値、 (推)は推定値を表わす。



4。 ま   と   め

今回の調査地区は、前回の調査地区に接続する位置にあり、前回の報告内容と変わるところ

はないpだ だ前回の調査では、機械掘削によって近世以降及び露土を排除したために、近世以
降の遺構は主に断面観察によって確認したのみであった。今回は、旧表土直下より入力掘削を

おこない、近世以降の水路 も調査対象として実施した。この点をムまえて今回の調査をまとめ

ておきたい。

1)近世以降の水路について

今回の調査で計24カ所の水路を確認した。中にはSD-14(D2区 ),SD16。 3つ-17・
SD-47(以上D3区 ),SD-41,sD-46(D4区 ),S D42・ SD-50,SD-23(5区 ),
SD-29。 SI>-28(D6区 ),SD-37・ SD 57(D7区 )な ど大規模なものが含まれている。

これらの水路は、思智川沿い一帯に認められる掘り上げ田に伴う水路と考えられる。特にSD
-14,SD-23,SD-35は 、肩に杭を打ち込んで補強工事が認められる。前回の報告で

も指摘しておいたが、水路の掘削面が大きく分けて三面考えられる。第 1面は、SD-14,
SD-17,SD-41,SD-42,SD-23,SD-29,SD-57,SD-37な どの水路掘削面

であり、第 1層の耕土ないし耕作土直下より掘り込まれている。第 2面は、SD-16,SD―
47,SD-46,SD-50,SD-28の 水路掘削面で、Dl区・ D2区の第 6層 (他の地区の断
面図でQR+2.5“前後 )下部で掘削されていることがわかる。第 1面は、現在 も周辺に残って

いる掘り上げ田に伴う水路 と同様のものと考えられる。第 2面は、今回の調査でも5～ 6層 の

時期決定ができなかったので不明であるが、第 9層 より12世紀代の瓦器椀が出土している事

実から、第 6層は近世以降、軸 頃イこ比定でき私掘 り上げ田については、皿池遺跡の報審9

の中で、大和,II付替工事 (1704)以降急速につくられるようになったとあり、第 2面が初期の頃

の掘り上げ田に比定できるのではないかと思われる。

2)琳生時代の遺構について

弥生時代の遺構は、SD-1,SD-3及 び理没谷がある。共に前回の調査で確認していたも
ので、今回はその延長部分を調査したことになる。SD-1,SD-31こ ついては、前回の調査
では人為的なものか、自然流路か決定できずにいた。今回の調査でも20～ 30れ の窪地程度の

深さであり、人為的なものとは半J断できなかった。しかし、鬼虎川遺跡第5次
p第
7次調査9で

確認されている水路の方向はすべて北へ向っており、これらの水路の末端が今回の調査地点ま

で達している可能雌が考えられる。水路の末端における状況は、自然に河内潟の方向へ排水するの

みであったとも判断できる。今後の調査例を待ちたいと考えている。埋没谷 として報告されて

いる遺構 も、今回の調査ではあらたな事実はない。自然 ,'と形による起伏の可能性もあり今後周

辺の調査結果を待って考えたい。
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① ① 国道308号線関係遺跡調査会『鬼用 I瞳跡』1981年

② 芋本隆裕『皿池の調査報告』東大阪市遺跡保護調査会1976年

③ 那須孝悌、樽野博幸、下村晴文、才原金弘『鬼虎川遺跡調査概要 I』東大阪市遺跡保護調

査会 1980年

① 芋本隆裕、松田順一郎『鬼虎川の銅鐸鋳型』東大阪市遺跡保護調査会 1981年
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